
 
 
 

総合福祉学科 
 

半田 芳吉    萩原 康生    志水 田鶴子 
大坂 純    谷中 輝雄    吉田 輝美 
白川 充    青柳 育子    吉田 弘美 
中村 裕子    廣庭 裕    家子 敦子 
中熊 靖    郡山 昌明    嘉村 藍   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ハン ダ  ヨシキチ 

氏   名   半 田 芳 吉 
職   名  教授 

人間学部  総合福祉学科  

取 得 学 位   社会福祉学士   

(大学名）      東北福祉大学         （取得年月） 1965年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.毎回の授業について「学習への振り返り」票を配付する。 

 

 

 

 

2.現場の精神保健福祉士・コンシューマー（利用者）あるいは上級生を招い

て授業を展開する。 

2005.4 

 

 

 

 

2005.4 

内容は「学習の課題」「学習への参加」（自分の気持ち・評価）「今日の授

業の感想と提案」「イラスト」（授業で感じた印象など）を書いてもらい、学生

の志向性・意欲・疑問などを把握して次回の授業や個別指導の材料とす

る。 

 

精神保健福祉士の現場の実情、考えていること、苦労していること、コンシ

ューマーの生活のしづらさとは何か、精神障害者とはどんな人か、直接会

話する、また上級生から精神保健福祉援助技術実習場面の体験を学ぶ。

以上から精神保健福祉士への動機づけへの強化、実習場面の不安の解

消などを図る。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

 

 

［論文］ 

１．イタリア精神医療とバザーリア 

 

［教科書］ 

1. 社会復帰施策の現状と課題 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

2007.11 

 

2007.1 

 

 

ト 

 

 

メンタルヘルスとウエルフェア 

第 3 号イタリアの地域精神保

健 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集委員 

岡村正幸、新保祐元 

 

 

 

29-33 頁 

 

 

 

281-287 頁 

 



 

 

2.老年期の発達課題と危機の様相 

 

 

3.社会復帰施策の現状と課題 

2007.1 

 

 

 

2009.1 

精神保健福祉士養成講座 4 

改定精神保健福祉論 中央法

規 

精神保健福祉士養成講座 5 

改定精神保健福祉援助技術

総論 中央法規 

新・精神保健福祉士講座 4 

精神保健福祉論 

高橋 一 

編集委員 

住友雄資、田中英樹 

谷中輝雄 

 

編集委員 

岡村正幸、新保祐元 

藤井達也  

 

268-270 頁 

 

 

 

320-328 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 高齢者精神障害者の社会資源（社会復帰施設等）利用状況調査及び援助の

あり方に関する研究 

 

 

2. 高齢者精神障害者の社会資源（グループホーム等）利用状況調査及び援助

のあり方に関する研究 

 

 

3.高齢精神障害者のホームヘルプのあり方に関する研究 

 

 

2002.3.1 

 

 

 

2003.3 

 

 

 

2004.3 

平成 13 年度老人保健健康増進等事業報告書 

高齢精神障害者の社会資源（社会復帰施設等）利用状況及びあり

方に関する研究 35-39 頁 

 

平成 14 年度「高齢精神障害者の社会資源（グループホーム等）利

用状況及び今後の援助のあり方に関する研究」（老人保健健康増

進等事業）報告書 45-48 頁 

 

平成 15 年度老人保健健康増進等事業 

「高齢精神障害者のホームヘルプのあり方に関する研究」総括・分

担研究報告書 53-58 頁 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会福祉学会 

日本病院・地域精神医学会 

日本家族研究・家族療法学会 

日本外来精神医療学会 

 1998.4.1 

1970.4.1 

2004.5.29 

2001.6.10 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

３．特記事項 

1.宮城県精神医療審査会委員（2003 年 7 月～200６年 7 月） 

2.福島介護福祉専門学校非常勤講師（2003 年４月～） 

3.社会福祉法人郡山コスモス会監事（2003 年~4 月～） 

4.仙台市宮城野区ボランティアセンター運営委員会委員（2004 年 11 月 1 日～2006 年 3 月 31 日） 

5.メンタルヘルス講話、2005 年 12 月 8 日、会場、石巻市河川総合センター、主催、東北地方整備局総務部厚生課 

6.2003 年~2006 年まで、「第 13 回身体障害者青年の主張」審査委員委員長（第 16 回まで）、主催、宮城県身体障害者福祉協会 

7.社団法人・認知症の人と家族の会、北海道・東北ブッロク理事（2003 年 6 月～2007 年 6 月まで） 

8.社会福祉法人福島県社会福祉協議会・認知症高齢者グループホーム外部評価事業評価委員会委員長（2005 年～） 

9.独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構「雇用管理サポート事業」協力専門家（2006 年～） 

10国土交通省東北地方整備局、平成18年度新規採用職員（合同・共通）研修の講師「メンタルヘルスについて」（国土交通省東北整備局多賀城研修所、2006年4月4日）. 

11.仙台市精神医療審査会委員（2003 年 7 月～） 

12.第 38 回東北地区救護施設研究協議大会分科会助言者、主催・東北地区教護施設協議会、会場・山形県天童市「滝の湯ホテル」（2006 年 6 月 14 日～15 日） 

13.多賀城市地域福祉計画策定委員会委員（2006 年 7 月 20 日～2007 年 3 月 31 日） 

14.平成 18 年度 わかばやし精神保健福祉ボランティア講座の講師、「ボランティアのメンタルヘルス～長続きのコツ～」主催・若林区保健福祉センター（2006 年 7 月 28 日） 

15.多賀城市地域福祉計画策定に係る「地域福祉セミナー」の』講師、「住民参加の地域福祉」主催、多賀城市、市文化センター、（2006 年 10 月 14 日） 

16.ホームヘルプ研修会の講師、「ホームヘルプサービスの実際」主催、太白区保健福祉センター、『太白区役所』5 階ホール、（2006 年 11 月 7 日） 

17.社福法人全国精神障害者社会復帰施設協会第 19 回後期施設長研修会の講演、「医療と地域」、仙台市サンシテイホテル、（2004 年 3 月 3 日） 

18.メンタルヘルスボランティア講座の講義、「心地よい地域を創る～ボランティアの力」、主催、仙台市精神保健福祉総合センター、はあーとぽーと仙台（2003 年 3 月 4 日） 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    オオサカ  ジュン 

氏   名   大 坂  純 
職   名  教授 

人間学部  総合福祉学科  

取 得 学 位  法学学士       

(大学名)      東北学院大学        （取得年月） 1979 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.生活福祉論演習Ⅲの学習方法の改善 

2.社会福祉援助技術現場実習の学習方法の改善と充実 

 社会福祉援助技術演習Ⅱ・Ⅲ 

3. 社会福祉援助技術現場実習 

 

2004.4 
 施設を複数回訪問し、施設利用者と個別面接を行い、社会福祉援助技術の

技術を駆使しながら、 

ネットワークについて整理をし、福祉実践におけるネットワークとは何かについ

て理解を深めた。 

 学生がソーシャルワーカー役・クライエント役を施設利用者に依頼し、演習

講義の質を高めた。この演習展開には、施設職員・施設利用者・教員らが十

分に協議を重ね、学生に説明をした上で展開している。 

 社会福祉援助技術現場実習において、現場での指導にあたる担当者の指

針となる「手引き」を作成、実習先・実習指導講師へ配付を行い、学生への実

習の充実を図った。また、学生に対しては、学生のための「手引き」を作成。 

1.専門演習Ｃの学習方法の改善 

2.精神保険福祉援助技術援助演習の学習方法の改善と充実 

3. 精神保険福祉援助実習 

 

2008.04 
 福祉施設の複数回訪問、施設利用者との個別面接などを通じて、社会福祉

援助技術で学んだ面接等の技術を駆使しながら得た情報などを基にしてネッ

トワークについて整理し、その上で、福祉実践におけるネットワークとは何かに

ついて理解を深めた。 

 学生がソーシャルワーカー役となって施設利用者と個別面接を行い、精神保

健福祉援助技術の専門職としての実践について理解を深めた。 

 学生向けと実習指導担当者向け二種類の実習の手引きを作成した。 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書] 

担当部分 

「ｸﾗｲｴﾝﾄを取り巻くｲﾝﾌｫｰﾏﾙな資源との連携･協働」  

単著
2004.04 

 

中央法規出版 

日本社会福祉士会 日本医療

社会事業協会 編 

『保健医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実践』２ 

  

 

 

273-280 

［第 3 章第 2 節

2］ 

担当部分 

 「高次脳機能障害者への支援のあり方について」 

単著 2004.11 

信山社 

高木紘一 砂山克彦 今野順夫

編 

『福祉の現場 実践と発言』 

  302-317 頁 

担当部分 

「地域における高次脳機能障害者支援の実践」 
単著 2006.09 

全日本病院出版会 

Monthly book medical 

rehabilitation 

渡邉 修 編 

 

『高次脳機能障害リハビリテー

ション実践マニュアル-高次脳

機能障害者に対する社会資源

-』 

  222−230 頁 

担当部分 

「地域福祉の主体と実践」 
単著 2008.02 

学文社 

井村圭壯 豊田正利 編著『地

域福祉の原理と方法』 

  第 5 章 



 

担当部分(第五章) 

担当部分 

「社会福祉士の役割」 
単著 2008.08 

NPO法人全国被害者支援ネット

ワーク、直接支援員 初級マニ

ュアル（第１章５Ⅲ） 

  62-69 頁 

総合リハビリテーション 

特集 難病のリハビリテーション-神経筋疾患を中心に

「当事者活動を活用した難病患者への支援」 

単著 2008.11 医学書院・総合リハビリテーショ

ン 

vol.36 No.11 

  1063-1068 頁 

       

［論文］       

「Ⅱ統計データ ・ Ⅲ考察〜虐待事例から見えてきた

もの〜 ・ Ⅳ提言」 
共 2004.5 

ｷｬﾌﾟﾈﾂﾄみやぎ 

子ども虐待防止のための調査

研究報告書 1999 年〜2003 年

『33 の警鐘』 

  70-92 

 

「子ども虐待におけるネットワーク支援を考える」 単 2004.08  
実践記録研究会 

『実践記録』第 34 集 

  17-25 

 

「専門機関がかかわりながら、虐待死した調査から学

んだこと」 
単 2005.07  

実践記録研究会 

『実践記録』第 35 集 

  29-35 

「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ･作業所における生活支援」 単 2004・07 

三輪書店 

『作業療法ｼﾞｬｰﾅﾙ』 

Vol38 No8 

  754-757-頁 

「社会福祉士養成教育における実習･演習ｶﾘｷｭﾗﾑの

具体的展開に関する研究」 

共 2005・01 仙台白百合女子大学 

『紀要』第９号 

  -頁 

 



 

｢高次脳機能障害者を支援する会の活動」 単 2005・02 

(財団)日本障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

協会 

『ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ 障害者の福

祉』２月号 

  -頁 

「高次脳機能障害者に対する生活ﾓﾃﾞﾙによる職業ﾘﾊ

ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに関する研究」 
共 2005・09 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

『職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ』 

  53-55 頁 

「Life Model ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践とその効果に関する研

究」 
共 2006・01 

仙台白百合女子大学 

『紀要』第 10 号 

  -頁 

 

「仙台市及び他都市における精神障害当事者活動に

関する実態調査」 
単 2006.3 

仙台市 

仙台市精神保健福祉審議会 

『中間報告書』 

  4-8 頁 

「仙台市及び他都市における精神障害当事者活動に

関する実態調査」 
単 2006.9 

仙台市 

仙台市精神保健福祉審議会 

『報告書』 

   

脳脊髄液減少症の患者に対する医療ソーシャルワー

カーの支援のあり方に関する研究  
共 2007.03 

社団法人日本医療社会事業協

会・医療と福祉 

No.81 Vol.40-No.2 

  -頁 

 

当事者活動とソーシャルワーカー 単 2007・9 
実践記録研究会 

『実践記録』第 37 集 

  19-25 

頁 



 

精神障害者の地域生活支援の在り方について 

〜相談支援事業所＋らｉふの実践からの考察〜 

共 2009・2 仙台白百合女子大学 

紀要第 13 号 

  29-45 頁 

 



 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.「高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(1)」 

2.「高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(2)」 

3.「高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(3)」 

2004.05 

2004.05 

2004.05 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

4.高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについて 

 

5.仙台市における高次脳機能障害者への地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについてⅠ 

 

6.仙台市における高次脳機能障害者への地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについてⅡ 

2004.5 

 

2004.5 

 

2004.5 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 

7.高次脳機能障害者に対する段階的な生活支援プログラム 

による職業リハビリテーションに関する研究

8.関係機関との協働による高次脳機能障害者に対する 

職業リハビリテーションに関する研究

2004.7 

 

 

 

2004.7 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 32 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 32 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 



 

9.高次脳機能障害者支援モデル事業地域における 

具体的展開の地域格差について(１)

 

10.高次脳機能障害者支援モデル事業地域における 

具体的展開の地域格差について(2)

 

11.高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした 

地域リハビリテーションについて（1）

 

12.高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした 

地域リハビリテーションについて（2）

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

13.通所介護による高次脳機能障害者の 

職業リハビリテーションに関する実践報告(1)

 

14.通所介護による高次脳機能障害者の 

職業リハビリテーションに関する実践報告(2)

 

2005.6 

 

 

2005.6 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 33 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 33 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 

 

15.仙台市における高次脳機能障害者の地域生活支援に関する実践報告 

  −高次脳機能障害者を支援する会の７年間の活動から− 

16.利用者とソーシャルワーカーとのコミュニケーションを 

   促進させるツールの開発について（１） 

17.当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告(1) 

18.当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告(2) 

 

2008.05 

 

2008.05 

 

2008.05 

2008.05 

 

第 28 回 日本医療社会事業学会 

 

第 28 回 日本医療社会事業学会 

 

第 28 回 日本医療社会事業学会 

第 28 回 日本医療社会事業学会 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本医療社会事業協会 

宮城県医療社会事業協会 

日本医療福祉学会 

死の臨床研究会 

日本感性福祉学会 

地域福祉学会 

日本職業リハビリテーション学会 

 1984.04 

1984.04 

1993.07 

2001.05 

2003.11 

2002.04 

2002.04 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

19.高次脳機能障害者を支援する会のスタッフ教育支援方法に関する研究 

20.高次脳機能障害者を支援する会のスタッフ教育支援に関する実践報告 

21.障害者相談支援事業所の在り方について 

22.自分らしい地域生活の実現に向けた相談支援活動の一考察 

2009.05 

2009.05 

2009.05 

2009.05 

第 29 回 日本医療社会事業学会 

第 29 回 日本医療社会事業学会 

第 29 回 日本医療社会事業学会 

第 29 回 日本医療社会事業学会 



 

 

３．特記事項 

1.社会福祉法人ありのまま舎 理事 1994 年 11 月～2007 年 3 月 

  ＊社会福祉法人ありのまま舎 理事長 2007 年 3 月〜現在 

2.宮城県警察犯罪被害者専門相談指導員 1996 年 10 月〜現在 

3.仙台市障害児就学委員 1998 年〜現在 

4.特定非営利法人児童虐待防止ネットワーク・みやぎ 運営委員 1999 年 10 月～現在 

5.社会福祉法人仙台市手をつなぐ育成会 評議員 2000 年 5 月〜現在 

6.宮城県高次脳機能障害連絡調整委員 2001 年 2 月〜2004 年３月 

7.高次脳機能障害者を支援する会 事務局長 2001 年２月〜現在 

8.特定非営利活動法人雲母倶楽部 理事長 2004 年 6 月〜現在 

9.仙台市精神保健福祉審議会 委員 2005 年 10 月〜現在 

10.仙台市障害者施策推進協議会 委員 2006 年 5 月 1 日〜現在 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    シラ  カワ   ミツル 

氏   名   白 川   充 
職   名  教授 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位  社会学修士    

(大学名）     東北福祉大学         （取得年月） 1984年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1．教育内容・方法の工夫 

（1）リアクションペーパーによる授業理解度と質問内容の把握 

 

 

（2）白川ゼミ論文集の作成 

 

 

2．作成した教科書、教材、参考書等 

 

（1） 社会福祉援助技術論 （全国社会福祉協議会出版部） 

 

 

 

（2） 児童福祉概論（同文書院） 

 

3．教育方法・教育実践に関する発表（講演） 

 

（1）「実習教育の展望と宮城県社会福祉士会との連携」（2005 年度社団法

人日本社会福祉士養成校協会東北ブロック社会福祉援助技術現場実

習研究協議会 

 

 

（2）「社会福祉教育におけるコア・カリキュラムの構想（第 2 報）」（2008 年

度全国社会福祉教育セミナー） 

2004～2008 

 

 

 

2004～2008 

 

 

 

 

2007．１ 

 

 

 

2007.11 

 

 

 

2005．12 

 

 

 

 

2008.10 

毎回、学生に授業の中で「理解できなかったこと」、「理解できたこと」を記

述してもらうことにより、授業内容の学生理解を把握し、また質問について

は別紙プリント、もしくは PowerPoint で回答している。 

 

3 年、4 年ゼミと卒業生が、それぞれ、ゼミ論文、卒業論文、研究ノート、実

践報告等を持ち寄り、「白川ゼミ論文集」を作成している。 

 

 

 

全国社会福祉協議会の「新版・社会福祉学習双書全 17 巻」の 8．社会福

祉援助技術論の「第 5 章 第 1 節 個別援助技術の概念と基本体系」を分

担執筆した。 

 

同文書院発行の児童福祉概論の「母子保健と児童福祉」を分担執筆し

た。 

 

 

2005 年度社団法人日本社会福祉士養成校協会東北ブロック社会福祉援

助技術現場実習研究協議会において、「実習教育の展望と宮城県社会福

祉士会との連携」という演題で基調講演を行った。 

 

2008 年度全国社会福祉教育セミナーの特別企画として、日本社会福祉教



 

 

4．その他の教育上特記すべき事項 
育学校連盟社会福祉専門教育委員会の立場から他の委員とともに、「社

会福祉教育におけるコア・カリキュラムの構想（第 2 報）」の報告を行った。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

1. 社会福祉援助技術論 

 

2．児童福祉概論 

 

［論文］ 

 

1.生活保護制度における相談援助活動の位置と役

割 

 

2.社会福祉士養成における「実習教育」の課題－ミ

ニマム・スタンダードの設定をめぐって－ 

 

3.福祉専門職の新たな課題－越境とアイデンティテ

ィをめぐって－ 

 

4.社会福祉士養成における「実習教育」の課題（2）

－実習教育の高度化をめぐって－ 

 

[その他] 

 

1. 社会福祉士養成のための実習教育におけるミニ

マム・スタンダードに関する研究（報告書 第Ⅰ部） 

 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2007.1 

 

2007.11 

 

 

 

2004.1 

 

 

2005.1 

 

 

2006.1 

 

 

2007.1 

 

 

 

 

2005.5 

 

 

 

 

 

全国社会福祉協議会出版部 

 

同文書院 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要  

第 8 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 9 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 11 号 

 

 

 

MM 共同研究会／宮城県社会

福祉士会 

 

 

 

 

牧里毎冶他 

 

鈴木幸雄他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白 川 充 他 編

著 

 

 

 

 

 

 

158-166 頁 

 

 

131-139 頁 

 

 

 

 

 

22-37 頁 

 

 

83-97 頁 

 

 

53-68 頁 

 

 

9-23 頁 

 

 

 

 

1-53 頁 



 

2.社会福祉士養成のための実習教育におけるミニ

マム・スタンダードに関する研究（報告書 事例編） 

 

 

3.社会福祉士養成のための実習教育におけるミニ

マム・スタンダードに関する研究（報告書 第Ⅱ部） 

 

 

4.社会福祉士養成のための実習教育におけるミニ

マム・スタンダードに関する研究（報告書 第Ⅲ部） 

 

5．ソーシャルワーク実習教育研究会編（研究代表：

米本秀仁）「ソーシャルワーク実習教育のあり方に

関する共同研究報告書」（文部科学省平成 16 年度

「特色ある大学教育支援プログラム」採択事業） 

 

6．2008 年度 宮城県ソーシャルワーク実習教育研

究会報告書 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

2005.9 

 

 

 

2006.5 

 

 

 

2007.5 

 

 

2008.2 

 

 

 

 

2009.5 

MM 共同研究会／宮城県社会

福祉士会 

 

 

MM 共同研究会／宮城県社会

福祉士会 

 

 

MM 共同研究会／宮城県社会

福祉士会 

 

ソーシャルワーク実習教育研

究会（研究代表：米本秀仁） 

 

 

 

仙台白百合女子大学人間学

部白川研究室 

白 川 充 他 編

著 

 

 

白 川 充 他 編

著 

 

 

白 川 充 他 編

著 

 

米本秀仁他 

 

 

 

 

白 川 充 他 編

著 

 

 

 

1-39 頁 

 

 

 

1-132 頁 

 

 

 

1-88 頁 

 

 

29-36 頁 

72-102 頁 

 

 

1-158 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共著の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

 

      

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会福祉学会 

日本社会福祉実践理論学会 

日本社会福祉教育学会 

 1983 

1995 

2006 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

大学基準協会 平成 18 年度相互評価委員会 社会学系第 4 専門評価分科会委員（2006.4～2007.3） 

大学基準協会 平成 19 年度大学評価委員会 大学評価分科会第 20 群委員（2007.4～2008.3） 

大学基準協会 平成 20 年度大学評価委員会 社会福祉学系第 4 専門評価分科会委員（2008.4～2009.3） 

日本社会福祉教育学校連盟 東北ブロック評議員(2007.4～2009.3) 

日本社会福祉教育学校連盟 社会福祉専門教育委員会 委員(2007.4～2011.3) 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ナカ ムラ ヒロ  コ 

氏   名   中 村 裕 子 
職   名  教授 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位  博士(医学)    

（大学名）      東北大学           （取得年月） 1989 年 2 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.第 4 回日本介護福祉教育学会実行委員 

2.平成 12 年度全国介護福祉養成施設協会教員研修会・研修委員 

3.日本言語聴覚士協会・理事 倫理綱領委員会・委員長 

4.全国介護福祉士養成施設協会段階別教員研修の検討委員会・委員 

5.仙台市教育委員会主催・教育研修講座講師 

6.日本社会事業連盟・社会福祉教育研究部会・倫理教育検討班・班員 

7.全国介護福祉士養成施設協会研修委員 

8.宮城県多動性注意障害児親の会・顧問 

9.日本言語聴覚士協会より代表として国際学会に出席 

10.全国介護福祉士養成施設協会主催・全国教員研修会の講師 

11. 宮城県多動性注意障害児親の会・教育研修会にて講演 

12.日本介護福祉士養成施設協会東北ブロック研修会にて教育講演 

13.日本介護福祉士養成施設協会全国教職員研修会の実行委員 

14.米国コロラド州立大学訪問および研修 

15.日本言語聴覚士協会学術集会にて座長 

16.日本介護福祉士養成施設協会主催「現任者講習会」の講師 

17.平成 15 年度日本言語聴覚士協会学術集会の実行委員 

18.日本介護福祉士養成施設協会主催全国教職員研修会第二分科会コメン

テーター 

19.日本言語聴覚士協会学術小委員会の委員 

20.日本介養協主催「中四国ブロック現任者講習会」の講師 

21.第 4 回言語聴覚学会の教育講演 

22.日本言語聴覚士協会主催・現任者研修会の講師 

23.日本介養協主催「東北ブロック現任者講習会」の講師 

24.日本介養協主催「関東・上信越ブロック現任者講習会」の講師 

1997.9 

1998.1 

2000.3 

2000.8 

2000.11 

2001.1 

2001.4 

2001.5 

2001.8 

2001.9 

2001.9 

2001.11.30 

2001.12.1 

2002.3.24 

2002.5.18 

2002.8.10～9.13

2002.9.30 

2002.10.25 

 

2002.10.28 

2003.3.24 

2003.6.7 

2003.7.6 

2003.8.8 

2003.8.18 

 



 

25.日本介養協東北ブロック研修会・シンポジウムの座長 

26.カトリック教育学会の座長 

27. 日本介養協主催・全国教職員研修会の実行委員およびシンポジスト 

28.メンタルケアー協会・精神対話士認定講習会の講師 

29.三菱財団科学研究事業「痴呆介護専門職シュミレーション授業」の講師 

30.宮城県介養協主催「実習指導者報告会」実行委員および座長 

31. 日本介養協主催「中四国ブロック現任者講習会」の講師 

32.介護技術講習会主任指導者資格取得    

33.日本メンタルヘルスケア協会認定講習会講師   

34.介護技術講習会指導者養成講習会講師（県介養協）   

35.介護福祉概論教科書執筆（2 版改訂）    

36.宮城県介養協主催介護実習指導者研修会実行委員長  

37.中・四国ブロック介護教員講習会講師    

38.介養協東北ブロック研修委員拝命     

39.介護福祉教育における高度専門教育の研究報告（文部科学省研究班報

告書執筆）       

40.上智専門学校主催公開講座講師     

41.東北ブロック介護教員講習会講師     

42.介養協東北ブロック研修会実行委員    

43.仙台白百合女子大学介護技術講習会開催（主任指導者）～2005 年 12 月

44.高大連携（仙台白百合）講義の講師    

45.仙台市小・中学校教員研修会講師     

46.日本メンタルケア協会主催認定講習会講師    

47.中山市民センター市民講座講師     

48.東北ブロック教員研修会実行委員 ～2006 年 8 月   

49.東北ブロック介護教員講習会講師（介護福祉研究法）   

50.東北ブロック介護教員講習会講師（コミュニケーション技術）  

51.言語聴覚士生涯学習指導講師資格取得    

52.形態別介護技術教科書執筆（認知症の介護）   

53.家庭福祉論教科書執筆（家庭福祉の倫理－事例）   

54.専門介護福祉士養成課程の教育と展望（研究会報告）   

55.中・四国ブロック介護教員講習会講師    

56.宮城県介養協主催介護実習指導者講習会実行委員   

57.認知症専門介護福祉士養成課程研究会委員   

2003.8.30 

2003.9.14 

2003.10.24 

2003.12.13 

2003.11.8 

2004.3.18 

2004.3.22 

2004.10   

2004..11 

2005.1   

2005.2 

2005.3 

2005.3 

2005.3 

2005.3 

 

2005.5 

2005.8   

2005.8   

2005.9   

2005.10   

2005.10   

2005.11 

2005.11 

2005.11 

2005.12 

2006.1 

2006.2 

2006.2 

2006.2 

2006.3 

2006.3 

2006.3 

2006.4 



 

58.日本介養協介護技術講習会総合評価検討委員会委員  

59.中田市民センター母親教室講師     

60.スペルマン病院主催ボランティア講習会講師    

61.日本言語聴覚士協会主催生涯学習講習会講師   

2006.5 

2006.7 

2006.7 

2006.7 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.臨床倫理学 

 

 

2.高次脳機能障害 

 

 

 

3.新版 介護福祉概論 

 

 

 

 

 

 

4.ダイナミックメディシン 

 

5.伝える力 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

 

 

1997.3 

 

 

2000.3 

 

 

 

2000.3 

 

 

 

 

 

 

2003.9.1 

 

2004.1 

 

 

 

 

 

新興医学出版 

 

 

建白社 

 

 

 

建白社 

 

 

 

 

 

 

西村書店 

 

すばる舎 

 

 

 

 

 

赤林朗、大井

玄、中村裕子

 

長 谷 川 賢 一

編著 

中村裕子 

 

岩 橋 成 子 編

著 

中村裕子 

浦尾和江他 

石野育子 

関谷栄子他 

 

 

 

久 恒 啓 一 編

著 野田一夫

和泉育子 

軽部征夫 

久恒啓一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91-128 頁 

 

 

82-98 頁 

 

 

 

1-26 頁 

 

 

 

 

 

 

131-164 頁 

 

101-119 頁 

 

 

 

 



 

 

 

 

6. 高齢者の福祉 

 

7. 事例で学ぶ高齢者福祉論 

 

 

 

8. 事例で学ぶ家庭福祉論 

 

 

 

9. 形態別介護技術 

 

 

 

10. 臨床失語症学 

 

 

 

11. 高度専門介護福祉教育の課題と展望 

 

 

 

12．臨床家に必要な生命倫理学 

 

 

 

 

13.臨床に必要な介護概論 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

2004.10 

 

2004.10 

 

 

 

2006.2 

 

 

 

2006.2 

 

 

 

2006.3 

 

 

 

2006.3 

 

 

 

2007．5 

 

 

 

 

2007..3 

 

 

 

 

 

 

学文社 

 

学文社 

 

 

 

学文社 

 

 

 

メヂカルフレンド社 

 

 

 

西村書店 

 

 

 

北隆館 

 

 

 

協同医書出版 

 

 

 

 

弘文堂 

 

 

 

中村裕子 

村松増美他 

 

 

 

古川繁子編

者 中村裕子

共著 

 

古川繁子編

者 中村裕子

共著 

 

黒沢貞夫編

者 中村裕子

共著 

 

中村裕子監

訳、共訳者 

今井他 4 名 

 

小林光俊編

者 中村裕子

共著 

 

中村裕子監

訳、共訳者 

一崎他 1 名 

 

 

建部久美子

編集、中村裕

子、他１２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

98-114 頁 

 

 

 

192-199 頁 

 

 

 

297-333 頁 

 

 

 

1-475 頁 

 

 

 

 

 

 

 

1－590 頁 

 

 

 

 

１４－３９頁 

103－112 頁 

 

 



 

［論文］ 

1.大学生のクラミジアトラコマティス抗体養成率に関

する疫学的調査 

 

 

2.国際保健活動における生命倫理学的視点の有用

性―生命倫理原則導入の可能性と限界 

 

3.介護福祉士養成における生命倫理学教育の実践

を考える 

 

4.言語聴覚士における「職業倫理の実践」とは“何

をすること？”―臨床現場で要求される言語聴覚士

の生命倫理感覚―」 

 

5. Study on Clhamydia Trachomatis Infection among 

students and Pregnants Women in 

Japan : A Step Toward Developing a Reliable 

Method for Sexual Behavior Study. 

 

6.介護人間学 

 

 

7. 私たち皆の生命が“輝く”とき－生命倫理教育の

必要性－ 

 

8. 求められる介護福祉士の職業倫理観 －介護

保険制度発足に伴う生命倫理教育の視点ー 

 

9.キレる子どもたち：人間形成の原点から性教育を

考える －子どもたちの脳は今？Sexual Behavior

（性行動）と脳の働きー 

 

10.米国の痴呆性高齢者介護に対する取り組み カ

共著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

1997.5 

 

 

 

1998.2 

 

 

1999.2 

 

 

1999.3 

 

 

 

1999.4 

 

 

 

 

1999.2 

 

 

1999.3 

 

 

1999.11 

 

 

2002.3 

 

 

 

2002.5 

 

日本感染症学会誌第 8 巻 1 号

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 2 巻 

 

介護福祉教育第 4 巻 2 号 

 

 

言語聴覚療法 14 巻 4 号 

 

 

 

Tohoku J. exp. Med.vol.187,(2)

 

 

 

 

日本介護福祉士養成施設協

会全国教員研究会報告集 

 

発達教育・発達協会編 

 

 

日本介養協全国教員研修会

事後報告集 

 

産婦人科の世界第５４巻３号 

 

 

 

地域ケアリング第４巻５号 

 

 

 

山本太郎 

中村裕子 

梅内拓生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅内拓生 

中村裕子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（社）日本介養協編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91-96 頁 

 

 

 

27-41 頁 

 

 

4-8 頁 

 

 

392-400 頁 

 

 

 

189-192 頁 

 

 

 

 

101-108 頁 

 

10-11 頁 

 

 

 

 

 

 

89-95 頁 

 

 

 

72-73 頁 



 

リフォルニア州の最近の状況 

 

11. 求められる介護福祉士の職業倫理教育の在り

方－介護保険制度化における生命倫理問題解決

の視点 

 

12. 痴呆性高齢者介護を専門職域とする専門介護

福祉士養成教育の構築と教育過程の研究 

 

13. 介護福祉士に必要なコミュニケーション技術の

系統的教育の実践に向けて－形態別介護技術指

導の工夫 これまでの歩み 

 

14. 東北ブロック研修会これまでの歩み 

 

 

15. 認知症高齢者介護を専門職とする介護福祉士

養成教育のカリキュラム構築に向けた試み 

 

16. 言語聴覚療法に認める倫理性と倫理綱領の関

係 

 

17. 介護人材育成講座改訂教育課程「形態別介護

技術」 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

2004.6 

 

 

 

2004.3 

 

 

2005.3 

 

 

 

2005.3 

 

 

2005.3 

 

 

2005.3 

 

 

2005.3 

 

 

介護福祉教育第８巻第１号 

 

 

 

第 34 回（平成 15 年度三菱財

団社会福祉事業助成） 

 

中央法規 介護福祉教育第

10 号第 2 巻 

 

 

中央法規 介護福祉教育第

10 巻第 2 号 

 

認知症専門介護福祉教育研

究会編 （報告集） 

 

医学書院 言語聴覚研究第 2

巻第 1 号 

 

北隆館 地域ケアリング第 9

巻 10 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林光俊 

中村裕子 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 林 光 俊 編

者 

 

 

21-26 頁 

 

 

 

 

 

 

22-23 頁 

 

 

 

 

 

 

27-29 頁 

 

 

37-40 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1．臨床失語症学 

 

２．臨床家のための生命倫理学 

 

監訳  ２００６．３   中村裕子監訳、他２

名 

1－475 頁 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.日本におけるエイズ予防教育の問題点解決に関する研究：エイズ予防に関す

る倫理観（日米比較研究：予備調査）中村裕子、梅内拓生 

 

2.社会的偏見を伴う神経疾患の「告知」に認める倫理観と生育環境の関係 

―在米日系集団と日本在住集団に対する国際調査による比較検討― 

中村裕子、梅内拓生、大井玄 

 

3. エイズ予防教育に果たす「キリスト教」の役割 : 米国日系社会の事例―倫理

判断態度に関する現地調査の結果に基づく検討― 

中村裕子、梅内拓生、大井玄 

 

4. 女子大生に認めた『心の健康』認識の問題点―『身体の健康』認識態度との

比較による検討― 

 

5. なぜ今、介護福祉教育に生命倫理学が必要なのか？ 

 

 

6. エイズ予防の倫理判断態度に及ぼす「宗教」の影響 

―米国日系社会現地調査に基づく検討― 中村裕子、梅内拓生 

 

7. 求められる介護福祉士の『職業倫理観』 

―介護保険制度発足に伴う生命倫理教育の視点―（シンポジスト） 

 

8. 医療現場における ST の‘臨床倫理’を考える 

―より良い診察を実践するためには？― 

 

9. 言語聴覚士における臨床倫理 

 

10. 言語聴覚士と生命倫理教育 山本智子 中村裕子 

 

11. 倫理教育教材の選択に認めた倫理教育上および研究上の問題－「抑制」の

新聞記事とビデオによる pilot study に基づく検討－ 中村裕子 

1997.3 

 

 

1997.7 

 

 

 

1997.9 

 

 

 

1997.10 

 

 

1998.2 

 

 

1998.8 

 

 

1999.7 

 

 

1999.8 

 

 

2000.5 

 

2000.5 

 

2000.10 

 

厚生省 HIV 疫学研究班総会（海外情報グループ） 

 

 

第 12 回日本国際保健医療学会総会（結城市） 

 

 

 

第 21 回日本カトリック教育学会（東京） 

 

 

 

第 56 回日本公衆衛生学会総会（横浜） 

 

 

第 4 回日本介護福祉教育学会 シンポジウム（弘前） 

「介護福祉士養成における生命倫理教育の実践を考える」 

 

第 13 回国際保健医療学会総会（大阪） 

 

 

日本介護協会全国教員研修会（仙台） 

 

 

第 15 回日本言語療法学会（札幌） 

 

 

第 16 回言語療法士学会（京都） 

 

第 16 回言語療法士学会（京都） 

 

第 7 回日本介護福祉士教育学会 （岐阜） 

 



 

 

12. 「生命倫理教育」の実践過程に認める倫理判断態度の変化－老人虐待報

道に対する学生の“倫理態判断度”観察に基づく検討－ 中村裕子 

 

13. 社会福祉実践を問う－ケアワークとソーシャルワーク－生命倫理・職業倫理

（倫理綱領）の視点から（シンポジスト） 

 

14. 求められる介護福祉士の「職業倫理教育」のあり方－介護保険制度下にお

ける生命倫理問題解決の視点－  

 

 

15.介護福祉教育の目指すもの ー 介護福祉士に求められる”新たな専門性”

と”生命を見つめる視点”  （シンポジスト） 

 

16. 痴呆性高齢者介護の社会的ニーズに応えるために－米国カリフォルニア州

の取り組みに学ぶー（シンポジスト） 

 

17. 介護福祉士施設における言語聴覚士の役割と今後の課題  

 

18. 転換期を迎えた介護福祉教育の課題と展望（シンポジスト・コーディネータ

ー） 

 

19. 介護福祉士養成教育に現状を問い直す－介護福祉士職の倫理性とその教

育のあり方（シンポジスト） 

 

20. 介護福祉士養成に必要とされる生命倫理教育－介護福祉士の独自性と専

門性の視点から－（シンポジスト） 

 

21. 介護保険制度下に認める生命倫理の課題（シンポジスト及びコーディネータ

ー） 

 

22. 介護福祉教育における高度専門教育とは－介護福祉教育に求められるも

の－（シンポジウム） 

 

 

2000.11 

 

 

2001.10 

 

 

2001.7 

 

 

 

2002.7 

 

 

2002.10.24 

 

 

2004.6.7 

 

2004.7.23 

 

 

2004.10.27 

 

 

2004.10 

 

 

2004.11 

 

 

2005.8 

 

 

 

第 12 回日本生命倫理学会（札幌） 

 

 

第 12 回日本社会福祉学会総会（沖縄） 

 

 

第 8 回日本介護福祉教区学会（岡山） 

 

 

 

第９回日本介護福祉教育学会（岐阜） 

 

 

第 14 回日本介護福祉士養成施設協会全国教職員研修会 

 

 

第 4 回日本言語聴覚士協会総会 

 

第 11 回日本介護福祉教育学会  （山形） 

 

 

平成 16 年度全国教職員研修会（福岡）（日本介護福祉士養成施設

協会） 

 

全国教職員研修会 

 

 

日本生命倫理学会 

 

 

介養協東北ブロック研修会 

 

 



 

23. 言語聴覚士協会の倫理綱領を理解する 

 

24. 臨床のマネージメントと職業倫理 

 

25. 『認知症介護』の教育実践の方法と工夫（発表及びコーディネーター） 

 

（講演） 

1.いま変化している十代の心と体 

 

2.なぜ今、介護福祉教育に生命倫理学が必要か？ 

 

 

3. 脳の若さを保つ生活法 

 

4. 医学における生命倫理教育の在り方 

 

5. 高齢化社会を幸せに生きるには？ 

 

6.百歳時代を迎えて―脳を若く保つには 

 

7. 自分の生き方をさぐる 

 

8. 自分の心にごほうびを 

 

9. 百才時代を迎えて―脳の若さを保つには？ 

 

10. 脳を育てる(1)(2)(3)(4) 

 

11. 脳の若さを保つには 

 

12. 脳の若さを保つには 

 

13. 幼児教育と脳の発達 

 

2006.1 

 

2006.7 

 

2006.11 

 

 

1997.2 

 

1998.2 

 

 

1998.6 

 

1998.6 

 

1998.9 

 

1998.9 

 

1998.11 

 

1999.5 

 

1999.11 

 

2000.2 

 

2000.6 

 

2000.6 

 

2000.10 

 

言語聴覚士協会障害学習指導者講習会 

 

日本言語聴覚士研修会 

 

日本介養協全国教職員研修会 

 

 

将監青少年健全育成推進協議会・平成 8 年度講演会 

 

第4回日本介護福祉教育学会・シンポジウム「介護福祉士養成にお

ける生命倫理教育の実践を考える」（弘前） 

 

みやぎの健康づくりセミナー（仙台市シルバーセンター） 

 

第 12 回非侵襲脳機能診断研究会（都ホール） 

 

仙台市民講座（青葉区市民センター） 

 

仙台市民講座（青葉区市民センター） 

 

仙台市民講座（宮城野区高砂市民センター） 

 

仙台市民講座（青葉区広瀬市民センター） 

 

老壮大学講演会（仙台） 

 

幼児学級講座（旭が丘市民センター） 

 

市民講座（高松市民センター） 

 

市民講座（旭が丘市民センター） 

 

仙台市 3 地区合同教育講座（仙台市民センター） 

 



 

14. キレない脳を育てるには 

 

15. 健やかな脳を育む－学習障害や多動・注意障害と向き合う方法 

 

16. 健やかな脳を育てる－キレない脳を育む育児法  

 

17. 健やかな脳を育む－大脳生理学知見を活用した育児法  

 

18. 意思疎通の叶わない方々の介護－大脳生理学視点から痴呆・高次脳機能

障害者の介護法を考える  

 

19.健やかな脳を育てる 

 

20.介護福祉教育法 ― 人間教育の在り方 

 

21.躾けと脳機能 

 

22.健やかな脳を育むー脳育のすすめ 

 

23.健康な脳と病気の脳―障害児の理解の視点 

 

24.健やかな子育てー健全な脳育をめざして 

 

25. ADHD を理解する－こどもとの付き合い方 

 

26. 健やかな脳を育てる 

 

27. ぼけない“脳”－健康な脳を保つには 

 

28. コミュニケーション障害をもつ人を理解する－適切な福祉支援を実践するた

めに－ 

 

29. 健やかな脳を育てる－脳科学の視点から 

 

2000.11 

 

2001.6 

 

2001.10 

 

2001.10 

 

2001.9 

 

 

2002.2 

 

2002.8 

 

2002.11.7-14 

 

2003.5.29 

 

2003.5.30 

 

2003.9.4 

 

2003.12 

 

2004.11 

 

2004.11 

 

2005.10 

 

 

2005.11 

 

清水幼稚園父母会勉強会（清水幼稚園） 

 

仙台福祉センター 

 

仙台市民講座(水の森市民センター) 

 

清水幼稚園父母勉強会 

 

西日本介護福祉士養成施設協会現任者研修会 

 

 

東六番町小学校ＰＴＡ講演会 

 

介護福祉士養成施設協会現任者研修会 

 

寺岡市民センター 

 

旭ヶ丘市民センター 

 

福祉プラザ ADHD 親の会主催 

 

青葉市民センター市民講座 

 

ADHD 親の会 

 

中山市民センター講座 

 

貝が森市民センターシニア講座 

 

仙台白百合学園高等学校（高大連携） 

 

 

仙台福祉センター母親教室 

 



 

30. 子供の脳の発達と親の関わり方 

 

31. 病院ボランティアに必要な『生命倫理』 

 

（大学講座） 

1. 生命が輝くための学問とは？ 

 

2. 人間を対象とした科学実験検査等に関する生命倫理学上の問題 

 

3.高次脳機能障害と人間の脳 

 

4.人間の脳と言語機能 

 

5. 脳疾患と高次脳機能障害 

 

6. コミュニケーション障害と機能訓練 

 

7. 神経疾患と高次脳機能障害 

 

8. 言語障害と脳のメカニズム 

 

9. コミュニケ－ション障害を有する小児の療育拒否と親の権利 

2006.7 

 

2006.7 

 

 

1998.7 

 

1998.7 

 

1998.7 

 

1998.12 

 

1999.9 

 

1999.12 

 

2000.8 

 

2000.12 

 

2001.8 

中田市民センター講座 

 

スペルマン病院ボランティア講習会 

 

 

宮城教育大学 

 

東北大学工学部 

 

日本福祉教育専門学校 

 

山形県立保健医療短期大学 

 

日本福祉教育専門学校 

 

山形県立保健医療短期大学 

 

日本福祉教育専門学校 

 

山形県立保健医療短期大学 

 

山形県立保健医療大学 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本神経学会 

日本神経心理学会 

日本生命倫理学会 

日本学士会 

日本国際保健医療学会 

日本介護福祉教育学会 

日本介護福祉学会 

日本言語聴覚士学会 

日本性感染症学会 

 

 

 

 

 

実行委員 

学会大会長（２００７－２００８） 

理事 

 

1981.4 

1981.4 

1993.4 

1997.4 

1997.5 

1997. 9～1998. 2 

1999．4 

2000.1 

1997 



 

日本言語療法学会 

日本公衆衛生学会 

全国介護福祉士養成施設協会 

<国外> 

米国アルツハイマー学会 

国際老年精神医学学会 

米国神経学会 （ＡＮＡ） 

米国言語聴覚学会（ＡＳＨＡ） 

世界音声医学学会 

国際運動障害学会 

米国行動神経学会 

米国ケネディ倫理学研究所研究会 

米国ヘースティング倫理学センター 

評議委員(1989.11～)学術編集委員(1994.12 ～)

進路問題検討委員 1999. 3～   

 

 

 

 

Fellow 

1981.4 

1997. 5 

 

 

1981 

1986 

1990.12 

2001 

2001 

1986 

1994. 3 

1996. 3 

1996. 3 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

厚生（労働）省 

 

 

第 34 回（平成 15 年度）三菱財

団社会福祉事業助成 

 

平成 16 年度文部科学省委託

研究事業 

 

 

独立行政法人福祉医療機構 

1998 

 

 

2003 

 

 

2004 

 

 

 

2006 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年度福

祉医療事業・研

究助成事業 

エイズ予防における生命倫理教育 （エイズ研究予防班：山崎研究班) 

 

 

痴呆性高齢者介護を専門職とする専門介護福祉士養成教育の構築と教育課程の

研究（研究代表者：小林光俊 研究員：中村裕子） 

 

介護福祉教育における高度専門課程の研究 

（研究代表者：小林光俊 実行委員：中村裕子 共通教育課程委員会副主査：中村

裕子） 

 

認知症専門介護福祉士の人材育成に関する研究 

1,000,000 

 

 

3,000,000 

 

 

20,000,000 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ナカグマ オサム 

氏   名   中 熊 靖 
職   名  教授 

人間学部  総合福祉学科  

取 得 学 位  法学士    

(大学名）     京都大学            （取得年月） 1963年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 老人福祉論 （高齢者福祉論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 生活福祉論Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003.4～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003.4～ 

2006.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間事業者としてめまぐるしく変わる経営環境の中で、施設福祉・在宅福

祉事業を実践してきた経験を生かして、最新の情報を元に授業を進めた。

特に、高齢者に対する画一的な認識を改め、高齢者の能力を生かして、

高齢者自身の社会参加を高めることが、今後の社会にとって重要である

ことを強調した。また、画一的・集団処遇的対応から、一人一人を大切に

し個人の尊厳を重視する処遇に変化する今後の福祉のあり方について、

実例を挙げながら理解させるようにした。 

あわせて、介護福祉士および社会福祉士の指定科目でもあることから、そ

れぞれの指導要綱に沿ってすすめた。 

学生の文章表現力を高めるため、小論文を提出させ、3 回以上の添削指

導を行った。それによる文章力向上には一定の成果が得られた。 

 

福祉専門職として業務を行う場合、現在の生活がどのような過程を経て

形成されているかを理解することが不可欠である。 

現在の学生は、国内外の現代史を高校においてほとんど学習していない

ので、現在の生活の基盤に対する理解に乏しい。そこで、戦中戦後から現

在に至るまでの日本社会の歴史と国際社会の主な出来事を資料と画像を

用いて解説するとともに、それとの関連において社会福祉制度の形成過

程について理解させるようにした。 

生活の基盤をなす家族のあり方の変化とそれへの対応について解説する

とともに、学生自身にも「家族と福祉」について研究させレポート提出させ

た。 

また、地域社会の成り立ちとそこでの生活の特徴について、各々の出身

地について調査させ、レポートを提出させた。 



 

 

3 .福祉経営論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 社会福祉概論 

 

 

 

5 社会の理解 

 

 

 

6 いきがい情報論 

 

 

7 教育実習指導 

.  

 

2003.4～ 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007.4～ 

2009.3 

 

 

2009.4～ 

現在 

 

 

2009.4～ 

現在 

 

2009.4～ 

現在 

 

2003 年度および 2004 年度においては正式な講座として認められなかった

ため、4 年生に対して単位取得に関係のない自主的な教養講座として前

期のみの講義を行った。 

2005 年度から正式な講座として認められ、4 年生を対象に授業を行ってい

る。社会福祉基礎構造改革の流れや介護保険制度・障害者支援費制度

等の施行によって、福祉事業にも高度なマネジメント力が必要とされる状

況の中で、経営の理論とともに実践に役立つような内容構成で講義を行

った。また、福祉事業の現場を訪れ、経営者に直接話を聞く機会を設け

た。 

 

介護福祉士の指定科目であり、社会福祉の基礎を理解するためのもので

ある。社会福祉に関する理論、制度の歴史・体系から実践のための方法

論まで幅広く教えている。 

 

介護福祉士の新カリキュラムにおける指定科目である。個人、家族、近

隣、社会の単位で人間をとらえる視点を養い、人間生活と社会のかかわり

や、自助から公助に至る過程について理解させる。 

 

高齢者や障害者等が、他に依存せず、いかにいきがいを持って過ごせる

ようにするか、その方法や情報源について理解させる・ 

 

教職（福祉）を目指す学生に対して、高校における教科福祉の教員として

身につけるべき知識技術やわきまえについて指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

１ 生活視点の高齢者施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ シルバーサービス論 

 

 

 

 

 

３ 社会福祉概論（第 3 版） 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2005.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005.11 

 

 

 

 

 

2006.9 

 

 

 

 

 

中央法規出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミネルヴァ書房 

 

 

 

 

 

建帛社 

 

 

 

 

 

石井 敏 

伊藤雅春 

糸山 剛 

井上博文 

井 上 由 起 子

大原一興 

菅野正広 

桜井典子 

橘  弘志 

西野達也 

三浦 研 

山口健太郎 

山崎 敏 

山本和恵 

横山俊祐 

 

 

川村匡由 

服部万里子 

金沢善智 

山崎 敏 

 

 

三浦文夫 

加納 武 

永田あゆみ 

日高由央 

 

 

 

 

67-76 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40-64 頁 

 

 

 

 

 

6-17 頁 

90-95 頁 

171-178 頁 

 



 

 

 

 

 

 

４ 改訂・グループホームの手引き 

 

 

 

 

 

 

［論文］ 

 

なし 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワールドプランニング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船水浩行 

松山博光 

百瀬 孝 

 

 

夏目幸子 

林田俊弘 

内出幸美 

横山敬子 

岩尾 貢 

東  裕紀 

 

 

 

 

 

 

 

19-41 頁

219-228 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

なし 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

１「小規模生活単位型生活支援の研究」 

 

２「知的障害者・精神障害者グループホームの今後の展望」 

2005.10 

 

2005.12 

日本社会福祉学会第 53 回全国大会（東北福祉大学） 

 

日本グループホーム学会第 1回研究集会（筑波大学） 

 

 

 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会福祉学会 

日本地域福祉学会 

日本老年行動科学会 

福祉経営研究会 

日本グループホーム学会 

 2002.10 

2002.10 

2002.10 

2003.10 

2004.4 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 
助成プログラム 研究テーマ 助成金額 

厚生労働省 

 

 

 

株式会社生活科学運営 

2004 年度 

 

 

 

2005 年度及び

2006 年度 

老 人 保 健 健 康

増 進 推 進 費 等

補助金 

 

研究業務委託 

小規模生活単位型生活支援システムの調査研究 

 

 

神奈川県川崎市における「地域密着型サービスの開発に関する委託研究」 

400 万円 

 

 

 

2005 年度 

  190 万円 

2006 年度 

  160 万円 

 

３．特記事項 

【学外における社会的活動】 

1. 介護保険サービスの質の評価研究事業における通所介護サービス部会長（2003.9-2004.3） 

2. 情報開示の標準化の研究委員会委員および通所介護サービス部会長（2004.4～2005.3）  ※1 と 2 は名称を変えた継続事業 

3. 痴呆対応型共同生活介護外部評価に関する評価調査員の均質化のための人材育成支援・教材等開発及び改善計画作成支援に関わる研究委員会の委員（2003.11～

2004.3） 

4. 痴呆ケアサービスの質の確保の方策に関する研究の下部研究「痴呆対応型グループホームの評価に関する研究」委員会の委員（2003.11～2004.3） 

5 仙台市社会福祉審議会臨時委員（2005.3～2006.3） 

6 宮城県みやぎ高齢者元気プラン推進委員会委員（2005.8～2006.3） 

7 仙台市自閉症・発達障害支援センター連絡協議会委員（2005.10～2007.3） 

8 宮城県福祉サービス第三者評価推進機構会長（2006.3～2009.3） 

9 宮城県福祉サービス第三者評価事業推進委員会委員長（2009.4～現在） 



 

 

【学外における公開講座、講演会、研修会等】 

１ 公開講座 「福祉事業の経営環境の変化と経営管理者の役割」 （2003.11.～現在） 

福祉事業の経営管理者および関心のある一般市民を対象に、福祉事業の根幹である「顧客の満足」「スタッフの満足」「健全経営の確保」を中心に事業の存続と

発展を確保するための経営管理のあり方を 90 分 5 回の講座として行った。 

2003 年から現在まで毎年 1 回継続して行っている。 

 

２ 宮城県主催 介護保険事業者意識改革セミナー（2005．6～2008.10） 

 宮城県が介護保険事業者の意識改革、健全経営の確保を目指して、2005 年から 2007 年まで毎年行っている講座である。春に２コース、秋に１～2 コース設定し、

1 コース当たり 40～50 名を対象に行っている。 

「福祉経営総論」｢顧客の満足とサービスの質の確保｣「スタッフの満足と新しい時代の人事制度」｢人事考課制度と能力開発制度」「業務の管理とリスクマネジメント｣

「個人情報保護への対応とマーケテイング｣「健全経営の確保」「経営戦略の策定」の８講座（１講座 150 分）を５日間わたって講義している。 

 

３ 社会福祉法人役職員研修、主任介護支援専門員研修、認知症高齢者対応グループホーム経営者研修その他のセミナー（2003.4～現在） 

最近、福祉事業の経営者向けの研修や事業開発等をめぐるさまざまな研修が企画されることが増え、経営の理論と実践を教える内容での研修依頼が多くなって

いる。 

2003 年に 2 回、2004 年に 13 回、2005 年に 8 回、2006 年に 9 回、2007 年に 5 回、2008 年に 3 回実施した。 

 

【学内における活動】 

１ 公開講座委員会委員（2003.4～2004.3） 

２ セクハラ防止対策委員会委員（2003.4～2009.3） 

３ 教務委員会委員（2004.4～2005.3） 

４ ファカルティ・デベロップメント委員会委員長（2005.4～2007.3） 

５ 総合福祉学科生活福祉専攻主任（2006.4～2007.3） 

６ 学生部長（2007.4～2009.3） 

７ 自己点検・評価委員会（2009.4～現在） 

８ 人事計画委員会（2009.4～現在） 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ    はぎわら やすお 

氏   名   萩 原 康 生 
職   名    教授 

人間学部    総合福祉学科

取 得 学 位  開発学修士    

(大学名）     杏林大学           （取得年月） 1998 年 9 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

タイの社会福祉問題学習のために、毎年学生を引率して現地実習を行って

いる。 

1992 年以降毎

年 

 

学生をタイの社会福祉施設に同行し、国立タマサト大学教員の協力を得

て、学生の体験学習を行っている。学習場所は、チェンマイ児童施設、プ

ヤタイ児童施設、バンケー高齢者ホーム等である。 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］ 

国際部門(2007 年度学界回顧と展望) 

国際部門 (2006 年度学界回顧と展望) 

タイにおける貧困軽減政策に関する一考察 
アジアの社会福祉 
開発途上国の貧困問題の検討--タイの貧

困・不平等の実態と貧困軽減の先行研究 

ソーシャル・インクルージョンの意義と課題 

 

 

単 

単 

共 

単 

 

単 

単 

 

2008．11 

2007．11  

2007．3 

2006．3 

2006．3 

 

2005/Win 

 

日本社会福祉学会 

日本社会福祉学会 

大正大学大学院研究論集 

放送大学出版会 

大正大学大学院研究論集 

 

ソ-シャルワ-ク研究 

 

 

 

 

 

中西由起子 

 

 

 

 

 

編者：萩原康生 

 
pp.232-242 
pp.402〜386 
pp.332〜322 
 
 
 
 
 
pp.224〜228 
 
pp.224〜228 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

タイにおける貧困の状況と貧困軽減対策の現状 

 

 

1999 年 10 月 北海道大学 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会福祉学会 

日本社会学会 

日本タイ学会 

 1968 年 5 月 

1968 年 5 月 

1998 年 4 月 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ   ヤ ナカ テル オ 

氏   名  谷 中 輝 雄 
職   名  教授 

人間学部  総合福祉学科 

取 得 学 位  修士(社会学)    

（大学名）      明治学院大学        （取得年月） 1969 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

（北海道医療大学 2000，4～2007、３） 

1 学生参加型の授業の展開 

2 ロールプレイ、視聴覚教材（主にビデオ）、当事者の手記等による対象

者の理解を中心に 

3 当事者・実践家をスペシャルゲストに 

4 実習を中心とした授業展開 

5 ボランティア活動による学習 

（仙台白百合大学 2007，4～現在） 

1 現場から学ぶ 

2 振り替えの作業 

3 ロールプレイの実施 

4 ビデオによる対象者理解 

5 当事者の手記から学ぶ 

6 実習を軸に事前・事後学習 

 

2004～2007 

 

 

 

 

 

2007.4～ 

 

 

 

 

「精神保健福祉論」等、学生中心・主体的な授業展開・学習意欲向上

に重点 

「社会福祉援助技術各論」において、ビデオ及び手記を通じて当事者

理解を徹底化 

 

「社会福祉援助技術演習」において、当事者と実践家をゲストスピーカ

ーとして授業 

実践現場との連携により実習を重視 

「地域活動支援センターつくしの郷」へのボランティア参加 1 年、2 年

時からの参加 

 

「実習」「演習」は現場に行って当事者、実践者から学ぶ 

現場見学及び授業では毎回振り返りの作業を行い。各自記録化をす

る。 

「演習」では面接、グループ体験などロールプレイを実施 

「精神保健福祉論」「精神科リハビリテーション」の授業にはビデオを見

て、ディスカッションを行い、振り返りの記録を提出 

当事者の体験を読み、ディスカッションをする 

実習体験をスーパーバイズを通じて記録化 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共著者名 

(共著の場合） 

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. みんなで進める精神障害リハビリテーション－

日本の５つのベスト・プラクティス 

 

2. 社会福祉調査論事例8 精神保健福祉－精神

障害者の社会参加の歩み－ 

 

3. グループ活動の理念と実際 

 

4. 精神保健福祉士養成講座 1～8 

 

5. 精神保健福祉援助技術総論 

 

6.精神保健福祉論 

 

7. 意識生活学の提唱－岩本正次の世界 

 

8. 精神保健福祉援助演習「専門職の価値と倫理」 

 

9. 精神保健福祉用語辞典 

 

10. 精神障害者社会復帰施設運営ハンドブック 

 

11.メンタルヘルス 

 

12. 「障害者自立支援法」時代を生き抜くために 

 

13.改訂精神保健福祉論 

 

共著

 

 

共著

 

 

共著

 

編者

 

共著

 

共著

 

共著

 

共著

 

共著

 

共著

 

共著

 

共著

 

編著

 

2002.3 

 

 

2002.4 

 

 

2002.9 

 

2002.11 

 

2003.2 

 

2003.2 

 

2003.6 

 

2004.3 

 

2004.7 

 

2004.9 

 

2005.3 

 

2006.2 

 

2006.12 

 

星和書店 

 

 

中央法規 

 

 

やどかり出版  

  

中央法規 

 

中央法規 

 

中央法規 

 

やどかり出版  

 

中央法規 

 

中央法規  

 

全国精神障害者社会復帰施

設協会 

北海道医師会 

 

批評社 

 

中央法規（改訂） 

 

門屋充郎・寺

谷隆子他 

 

金子努他 

 

 

増田一世他 

 

 

 

田中英樹・ 

寺谷隆子他 

新保祐元他 

 

岩本正次他 

 

住友雄資・ 

田中英樹他 

 

 

新保祐元他 

 

三宅浩次・ 

小山司他 

岡崎伸郎他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江草安彦 

 

67～80 頁 

 

 

330～342 頁 

 

 

152～219 頁 

 

 

 

2 ～ 8 ・ 37 ～

49・194～204 

80～83・87～

92・186～195 

334～350 頁 

 

50～63 頁 

 

301～302 頁 

 

1～3 頁 

 

16～19 頁 

 

15～39 頁 

 

 



 

14.改訂精神保健福祉援助技術論 

 

15. 改訂精神保健福祉援助技術各論 

［論文］ 

1. 高齢精神障害者の社会資源について－社会

復帰施設の利用状況調査及び援助のあり方

に関する研究 

 

2. 精神障害者福祉の現状と課題－歴史を踏え

て－ 

 

3.グループホーム等の利用状況及び今後のあり

方に関する研究 

 

4. 地域生活支援センターの役割 

 

5. 社会福祉からみたメンタルヘルス－ホームヘ

ルプサービスの導入を通して 

 

6. 高齢精神障害者のホームヘルプのあり方に

関する研究 

 

7. 法人化と協会 40 年の歩み 協会再編への道

のり 

 

8. 日本精神保健福祉士協会 40 年史 協会の

財産―「Y 問題」で提起されたもの 

 

9.やどかりの里における精神保健活動の課題 

 

10. メンタルヘルスとウェルフェア ヴィレッジの

原点と重要な活動 

 

編著

 

編著

 

共著

 

 

 

単著

 

 

共著

 

 

単著

 

単著

 

共著

 

単著

 

単著

 

 

単著

 

 

単著

 

単著

 

 

2006.12 

 

2006.12 

 

2002.3 

 

 

 

2002.7 

 

 

2003.3 

 

 

2003.6 

 

2003.11 

 

2004.3 

 

2004.6 

 

2004.6 

 

 

2005.9 

 

 

2006.8 

 

2006.9 

 

 

中央法規（改訂） 

 

中央法規（改訂） 

 

老人保健健康等増進事業

主任研究者（平成 13 年度） 

 

 

社会福祉研究 第 84 号 

 

 

老人保健健康等増進事業

主任研究者（平成 14 年度） 

 

精神医療・批評社 

 

北海道医報 メンタルヘルス

ケアシリーズ 

 

 

老人保健健康等増進事業

研究委員長（平成 15 年度） 

精神保健福祉通巻 58 号 

 

 

日本精神保健福祉士協会 

 

 

最新精神医療 10 巻 5 号 1－

4 

 

精神保健福祉交流促進協会

第１号 

 

 

 

 

新保祐元他 

 

 

 

 

 

 

新保祐元他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21～27 頁 

 

 

 

 

 

37～43 頁 

 

16～19 頁 

 

 

 

 

 

123～127 頁 

 

11～12 頁 

 

 

 

3～4 頁 

 

 

 

 



 

11. メンタルヘルスとウェルフェア フルボーンは

眠らないークラーク先生にお会いしてー 

 

12.ＮＨＫ社会福祉セミナー「心を病む人たちの福

祉」 

［その他］ 

1. やどかり VS べてる 

 

2. 21 世紀のまちづくりを考える－生活支援の視

点から－ 

 

3.どのように人材を育てるか 

 

4. ぼくたちは何がしたいんだろう－特別講演－ 

 

 

 

［論文］ 

 

［その他］ 

 

 

単著

 

 

共著

 

 

単著

 

単著

 

 

単著

2005．7 

 

 

2003.1 

 

 

2003.3 

 

2004.6 

 

 

2004.9 

 

精神保健福祉交流促進協会

第２号 

 

日本放送出版協会 

 

「精神看護」 医学書院 

 

広島文教大学 人間福祉学

会 人間福祉研究 

 

「精神障害とリハビリテーショ

ン」 日本精神障害者リハビ

リテーション学会 

精神科オキュペイショナルセ

ラピー 2004．VOL23 

 

 

 

 

 

 

向 谷 地 生 良

他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58～68 頁 

 

65～78 頁 

 

 

5～26 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1 精神・病院地域学会 

2 特別公開対談「精神保健福祉の今後の展開―ケースマネージメントとエン

パワーメント」デーヴィット・ピロンと谷中輝雄 

3 シンポジウム「専門性、今、そして明日へ」 

4 めざそう！グローカルリハビリテーション―国内シンポジウム 

5 めざそう！グローカルリハビリテーション―国際シンポジウム 

2002.7 

2002.7 

 

2003.5 

2003.9 

2003.9 

精神病院地域大会（水戸）座長 

日本精神保健福祉学会 

日本精神保健福祉学会（第 2 回）シンポジスト 

第 11 回 日本精神障害者リハビリテーション学会、シンポジスト 

第 11 回 日本精神障害者リハビリテーション学会、シンポジスト 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本精神保健福祉士学会 

精神科リハビリテーション学会 

健康福祉政策学会 

精神保健福祉養成校協会 

精神障害者社会復帰施設協会 

ソーシャルワーカー協会 

 

顧問 

顧問 

会長 

顧問 

1969.4 

2004 

2000 

2004 

1990 

1963.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 
助成プログラム 研究テーマ 

助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

2001 年  札幌市福祉計画推進協議会委員長 2001- 

2001 年  当別町つくし作業所運営委員長 2001－2005 

2006 年  NPO 法人まちの森顧問 2006－ 

2005 年  ＮＰＯ法人ひまわり会理事長 2005－ 

Ⅱ研修・企画・実施 

【海外セミナー】 

1995 年より毎年精神保健福祉に従事する方々へのリフレッシュセミナーとして、アメリカのロス郡のロングビーチ市にある『ザ・ヴィレッジ』へ２０名前後の方々を団



 

長として研修に連れて行き現在まで通算 17 回実施。 

2005.8．4～14 イギリスケンブリッジセミナー（団長） 

2006.9．23～10.01 イタリア・ベローナ・トリエステセミナー（団長） 

200610.12～19 カナダ・トロントＡＣＴセミナー（団長） 

【国内セミナー】 

1980 年より毎年各地でセミナー開催（年４～５回） 

Ⅲ講演（2006 年度及び 2007 年度のみ） 

《2006》 

3.24－26 「鹿児島セミナー」 鹿児島県精神保健福祉士協会 

6.3 「障害者自立支援法と今後」北見日赤病院 

6.10 「地域のおける支え」大阪ＮＰＯ法人ヒット 

7.8 「地域福祉フォーラムＩＮみはら」座長 三原市 

7.28 「函館セミナー」函館生活支援センター 

9.31 「ケアマネージメント―各国の現状と我が国の実際」沖縄精神保健福祉士協会 

10.22 「ＰＳＷの専門性の再検討」奈良県精神保健福祉士協会 

10.27 「地域生活支援―ケンブリッジにおけるケアマネージメント」石川県精神保健福祉士協会 

11.25 「精神保健福祉の今後の見通し」福岡・麻生専門学校 

《2007》 

1.30 「地域生活支援の理念と実際」北海道地域支援協議会 

2.24 「地域生活支援におけるＰＳＷの役割」四国精神保健福祉士協会 

3.3 「つくしの郷の活動から」留萌セミナー実行委員会 

3.10 「はじめの一歩―病院から地域へ」北海道精神保健福祉士協会 

3.24 「自立支援法をめぐって」鹿児島交流センター 

3.25 「生活支援について」鹿児島国際大学 

3.31 「ノーマライゼーション」秋田県ノーマライゼーション協会 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    アオ ヤギ イク コ 

氏   名   青 柳 育 子 
職   名  准教授 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位  生涯学習学修士   

(大学名）     文教大学            （取得年月） 2000年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

① 介護実習事例報告集作成及び報告会の開催 

 

 

② 認知症高齢者グループホームでのボランティア活動による体験学習 

 

 

③ 地域の福祉課題の発見 

 

 

＜作成した教材・参考書＞ 

④ 医療処理リスク認知マニュアル 

 

 

⑤ 『第 18 回介護福祉士国家試験解説集』（中央法規） 

『第 17－19 回介護福祉士国家試験過去問題解説集』（中央法規） 

『第 18－20 回介護福祉士国家試験過去問題解説集』（中央法規） 

 

 

⑥『平成 17 年介護支援専門員実務研修受講試験、試験問題＆解答・解説』

（NHK 学園） 

 『平成 18 年介護支援専門員実務研修受講試験、試験問題＆解答・解説』

（NHK 学園） 

『平成 19 年介護支援専門員実務研修受講試験、試験問題＆解答・解説』

（NHK 学園） 

2002～現在 

 

 

2006～現在 

 

 

2006～現在 

 

 

 

2004.3 

 

 

2006.7 

   2007.7 

2008.5 

 

 

2006．5 

 

2007．5 

 

2008.5 

 

 毎年、介護実習 450 時間を終了した学生に、介護実習Ⅲの受け持ち利

用者の介護過程の展開についてまとめさせ、事例報告集を作成、報告会

の実施で学生の体験を共有させる。 

専門演習 A において、学内学習と平行して認知症高齢者グループホー

ムでの体験学習を実施、文献学習と体験学習で認知症ケアについての理

解を深めさせる。 

介護福祉基礎論の中で、地域ボランティア活動を体験、又自分の住む

町の車椅子移動での道路調査及び障害者トイレの調査を行い、地域の課

題を発見させる。 

 

共同研究による独立行政法人医療福祉機構助成事業「介護現場におけ

る医療行為実施上のリスクを認識するためのマニュアル開発事業」報告

書を参考に、テキスト「医療処理リスク認知マニュアル」を作成する。 

2006 年 1 月に実施の第 18 回介護福祉士国家試験の解説集を介護福

祉士国家試験受験対策研究会で編集。介護技術 p221～228 を担当。『第

17－19 回介護福祉士国家試験過去問題解説集』の担当は、p119～122。

『第 18－20 回介護福祉士国家試験過去問題解説集』では、296～299、を

担当する。 

2006 年 10 月に実施の平成 17 年度ケアマネジャー試験の NHK 学園解

説集の「保健医療サービスの知識等 基礎」「保健医療サービスの知識等 

総合」ｐ30～49 を担当。平成 18 年度も同部分、ｐ30～49 を担当。平成 19

年度も同様、ｐ30～49 を担当。 

 

 



 

⑦『高校生の生活技術習得』（生涯学習研究 e 辞典） 

 

 『初等・中等教育における出産・育児教育』（生涯学習研究 e 辞典） 

 

『高校生の介護に関する意識』（生涯学習研究 e 辞典） 

 

 

2006.12 

 

2007．12 

 

2008.12 

高等学校の「家庭科」における「高校生の生活技術習得」に関してアン

ケート調査をもとに解説する。ネット上公開。 

初等・中等教育における出産・育児教育について、高校生のアンケート

調査をもとに解説する。ネット上公開。 

高校生の介護に関する意識について、高校生 660 名のアンケート調査

をもとに解説する。ネット上公開。 

 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

① 児童福祉論  

 

② 家庭福祉論 

 

③ 太く長く生きる 

 

④ 保健医療サービス 

 

［論文］ 

① 介護福祉士養成の現状と課題 

 

② 介護現場における医療行為実施上のリスクを

認識するためのマニュアル開発事業 

③ 家庭科でホームヘルパー3 級過程の学習 

④ 高校生の食生活と生活時間調査報告（第１報）

 

⑤ G 福祉短期大学新入生のボランティア活動に

関する調査報告 

⑥ 認知症高齢者グループホームの外部評価の現

 

共著 

 

共著 

 

編著 

 

共著 

 

 

単著 

 

共著 

 

単著 

共著 

 

単著 

 

 

単著 

 

2006.3 

 

2006.4 

 

2008.6 

 

2009.4 

 

 

2004.3 

 

2004.3 

 

2005.1 

2005.3 

 

2005.3 

 

 

2006.3 

 

学文社 

 

学文社 

 

丸善仙台出版センター 

 

弘文堂 

 

 

群馬松嶺福祉短期大学紀要

「福祉と人間科学」第 5 号 

独立行政法人医療福祉機構

助成事業報告書 

家庭教育社「家庭科教育」 

文教大学生活科学研究所「生

活科学研究第 27 集」 

群馬松嶺福祉短期大学紀要

「福祉と人間科学」第 6 号 

 

文教大学生活科学研究所「生

 

加藤定夫他 

 

中川英子他 

 

横山未知他 

 

石出信正他 

 

 

 

 

高橋泰他 

 

 

小出房子 

 

 

 

 

 

 

加藤定夫・古川繁子

編、執筆者16名 

古川繁子・中川英子

編、執筆者 13 名 

横山未知・青柳育子

編、執筆者 32 名 

佐久間淳、幡山久美

子編、執筆者 17 名 

 

41～45 頁 

 

159～168 頁 

 

165 ～ 192 、

202～203 頁 

106 ～ 111 、

156～161 頁 

 

47～53 頁 

 

共 同 研 究 の

ため抽出不可 

75～78 頁 

193～200 頁 

 

41～50 頁 

 

 

209～218 頁 



 

状と課題 

⑦ 行政における「女性相談」の現状と課題 

 

⑧ 初等・中等教育における出産・育児教育と学習

者の意識に関する研究 

⑨ 高校生の介護意識の実態と課題―高等学校 3

校のアンケート調査から－ 

⑩ 在宅高齢者の介護に関する意識－自分史募集

に投稿した 8 名のアンケートから－ 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

2007.3 

 

2007.7 

 

2008．9 

 

2009．3 

活科学研究第 28 集」 

文教大学生活科学研究所「生

活科学研究第 29 集」 

日本生涯教育学会論集 28 

 

日本生涯教育学会論集 29 

 

文教大学生活科学研究所「生

活科学研究第 31 集」 

 

 

1～10 頁 

 

139～148 頁 

 

163～170 頁 

 

277～284 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

① 初等・中等教育における出産・育児教育と学習者の意識 

② 高校生の介護意識の実態と課題―高等学校 3 校のアンケート調査から－ 

③ 親と子の介護意識に関する調査 

④ 高校生の介護に関する意識調査－A 女子高校 1 年生の調査からー 

  

2006.10 

2007.11 

2008.11 

2008．11 

 

日本生涯教育学会第 27 回大会 

日本生涯教育学会第 28 回大会 

日本生涯教育学会第 29 回大会 

第 16 回日本介護福祉学会大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

① 日本生涯教育学会 

② 日本介護福祉教育学会 

③ 日本介護福祉学会 

④ 日本自立支援介護学会 

 1999 

2004 

2008 

2008 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

① 社会福祉・医療事業団 

② 医療福祉機構 

2002 

2003 

 訪問介護員養成事業担当者技能向上研修事業（研究協力者） 

介護現場における医療行為実施上のリスクを認識するためのマニュアル開発事業

（研究分担者） 

2,707,000 

3,500,000 

 

 

３．特記事項 

日本看護協会会員 

文教大学生活科学研究所客員研究員 

流山市民生児童委員推薦委員 

千葉県立流山高等学校非常勤講師 

千葉県介護保険審査会専門委員 

介護福祉士国家試験における実地試験委員 

NPO 法人「ふれあい」監事 

NPO 法人「テラスあびこ」会員 

柏市すこやか女性セミナー講師 

太田市 2 級ホームヘルパー養成研修講師 

高齢者痴呆介護研究・研修東京センター「グループホーム第三者評価・評価者」 

流山市ボランティア講座（3 回コース）講師 

柏市民講座講師 

太田市介護サービス評価検討委員 

NPO 法人「共生」会員 

社団法人 老人病研究会会員 

東葛飾地域・地域福祉実践研究セミナー実行委員 

武蔵野市民社会福祉協議会 外部評価員 

1991～現在 

2001～現在 

2000 年～現在  

2001 年～2005 年 

2001 年～現在   

2001 年～現在  

2001～2003 年  

2002～2006 年  

2003 年 1 月 16 日 

2003～2005 年   

2002～2005 年  

2003～2004 年  

2003～2005 年 

2004～2005 年      

2004 年～現在 

2004 年～現在 

2004 年 8～11 月  

2004 年～現在 



 

群馬県社会福祉評価機構 外部評価員 

博慈会高等看護学院非常勤講師 

埼玉県草加市人権共生課女性相談員 

介護福祉士養成施設協会関東ブロック 介護教員講習会講師 

群馬松嶺福祉短期大学介護技術講習会主任指導員 

仙台白百合女子大学介護技術講習会主任指導員 

第 16 回日本介護福祉学会実行委員 

                       

2005 年～現在  

2005 年 

2005～2006 年    

2005 年 8 月       

2005～2006 年 

2006 年、2008 年 

2008 年 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヒロニワ ユタカ 

氏   名   廣 庭 裕 
職   名  准教授 

人間学部  総合福祉学科 

取 得 学 位   修士（健康福祉）   

(大学名)      東北文化学園大学     （取得年月） 2005 年 9 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.社会福祉援助技術等の学習方法の改善 

2.ゲストスピーカー招聘による実践力の養成 

3.社会福祉援助技術現場実習の学習方法の改善と充実 

2004.4  社会福祉士受験資格取得のための科目である「社会福祉援助技術演

習Ⅰ」「同演習Ⅱ」「同演習Ⅲ」「同現場実習指導」などを担当。卒業後、福

祉の現場で活躍する人材育成を念頭に、保健・医療・福祉分野の協働を

もって、地域での自立した生活支援に必要とされる知識と技術の習得が

出来るようにした。 

 具体的な方法として、施設職員・当事者をゲストスピーカーとして招く、施

設等の現場を直接訪問するなど校外学習の実施について、積極的に取り

組んだ。 

 学生がソーシャルワーカー役・クライエント役を施設利用者に依頼し、演

習講義の質を高めた。この演習展開には、施設職員・施設利用者・教員ら

が十分に協議を重ね、学生に説明をした上で展開している。 

 社会福祉援助技術現場実習において、現場での指導にあたる担当者の

指針となる「手引き」を作成、実習先・実習指導講師へ配付を行い、学生

への実習の充実を図った。また、学生に対しては、学生のための「手引き」

を作成。 

1.新入生への実習展開 

2.実践力のある社会福祉士養成 

2006.4  2004 年度からの取り組みに加え、次の改善を図った。 

 新カリキュラム導入により、１年次より始まった実習指導Ⅰ（および実習

指導Ⅰ）において、入学時の動機と専門的学びが結びつくよう学習指導を 

行った。ゲストスピーカーには、本人・家族・ソーシャルワーカー（本学卒業

生）らを招聘した。 

 学内実習指導と現場実習との間に乖離が発生しないよう、施設と打ち合

せを行った。なお、カリタスの丘は姉妹施設であることから、より細やかに

打ち合せを行い、施設活用をした。 

 



 

1.聴覚障害学生の学習支援 2008.3  2004 年度より聴覚障害学生の学習支援を 4 年間にわたってわたって実

施し、卒業を迎えることが出来た。 

 学習支援期間中、学内での支援体制の整備・学内サークルの立ち上げ

に広くかかわった。 

1.社会福祉士および精神保健福祉士カリキュラム見直し 2008  厚生労働省による養成内容の見直しに伴い、本学科の理念にてらしな

がら、新カリキュラムの検討を行った。さらに、より専門的になる見通しをも

とに、学科内の指導体制が十分に耐えうるよう、新たな科目を取り入れた

カリキュラム作成に携わった。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

［論文］       

1. 教える・伝える 〜１年目を振り返って〜 単著 2004.8 実践記録研究会・実践記録

研究 第 34 集 

  63-67 頁 

       

2. 社会福祉援助技術を身につけてゆくために 単著 2005.8 実践記録研究会・実践記録

研究 第 35 集 

  35-39 頁 

 

       

3. 厚生労働省における高次脳機能障害支援モ

デル事業に関する研究 

 

 

共著 2005.12 仙台白百合女子大学・紀要

第 10 号 

 

廣庭 裕 

大坂 純 

郡山 昌明 

志水田鶴子 

佐々木寛子 

 48-51 頁 

   



 

4. 認可外施設のスタッフが支援に専念出来る環

境についての一考 

施設設立・運営の実践から会計業務を中心に事

務業務の効率を図る 

 

単著

 

 

2007.1 

 

実践記録研究会・実践記録

研究 第 36 集 

 

 

 

 

 32-44 頁 

 

       

 

5. Life Model による段階的リハビリテーションの

実践の検証 

高次脳機能障害者の支援に取り組んだ５年間の

検証 

 

単著

 

2007.11 

 

 

仙台白百合女子大学・紀要

第 11 号 

 

 

 

 

 

  

63-67 頁 

 

 

6. 脳脊髄液減少症の患者に対する医療ソーシャ

ルワーカーの支援のあり方に関する研究 

 

共著 2007.3 

 

 

社団法人日本医療社会事業

協 会 ・ 医 療 と 福 祉 No.81 

Vol.40-No.2 

志水田鶴子 

大坂 純 

廣庭 裕 

郡山 昌明 

 34-40 頁 

 

 

7. 小規模作業所から障害者自立支援法への移

行 

−利用者のためのソーシャルワーク実践− 

単著 2007.9 実践記録研究会・「実践記

録」第 37 集 

 

廣庭 裕 

 

  

69-82 頁 

       

8. 障害者の地域支援に関する研究 単著 2008.1 

 

仙台白百合女子大学・紀要 

第 12 号 

廣庭裕  51-65 頁 

9. 社会福祉士養成課程における教育内容等の

見直し 

単著 2008.12 実践記録研究会・「実践記

録」第 38 集 

 

  41-45 頁 



 

10. 精神障害者の地域生活支援の在り方につい

て 

〜相談支援事業所＋らｉふの実践からの考察〜 

共著

 

 

2009.2 

 

 

仙台白百合女子大学・紀要 

第 13 号 

 

 

郡山昌明 

大坂 純 

廣庭 裕 

志水田鶴子 

 29-45 頁 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(1) 

2. 高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(2) 

3. 高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践(3) 

2004.5 

2004.5 

2004.5 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

平成 15 年度高次脳機能障害モデル事業第 2 回研修会 

4.高次脳機能障害者に対する地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについて 

 

5.仙台市における高次脳機能障害者への地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについてⅠ 

 

6.仙台市における高次脳機能障害者への地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝについてⅡ 

2004.5 

 

2004.5 

 

2004.5 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 24 回 日本医療社会事業学会 



 

7.高次脳機能障害者に対する段階的な生活支援プログラム 

による職業リハビリテーションに関する研究

8.関係機関との協働による高次脳機能障害者に対する 

職業リハビリテーションに関する研究

2004.7 

 

 

 

2004.7 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 32 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 32 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

9.高次脳機能障害者支援モデル事業地域における 

具体的展開の地域格差について(１)

 

10.高次脳機能障害者支援モデル事業地域における 

具体的展開の地域格差について(2)

 

11.高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした 

地域リハビリテーションについて（1）

 

12.高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした 

地域リハビリテーションについて（2）

 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回 日本医療社会事業学会 

 

13.通所介護による高次脳機能障害者の 

職業リハビリテーションに関する実践報告(1)

 

14.通所介護による高次脳機能障害者の 

職業リハビリテーションに関する実践報告(2)

 

2005.6 

 

 

2005.6 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 33 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 

日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会・第 33 回 日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会 

 

 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

宮城県医療社会事業協会 

日本医療社会事業協会 

感性福祉学会 
日本こども虐待防止学会 

 1984.4 

2000.4(再) 

2003.11 

2006.12 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

３．特記事項 

1.高次脳機能障害者を支援する会（事務局次長） 2001.2〜現在 

2.高次脳機能障害者を支援する会を中心とした支援相談事業に従事  2001.2〜現在 

3.特定非営利活動法人 雲母倶楽部 役員 2004.6〜現在 

4.脳髄液減少症患者家族の生活実態調査 仙台医療センターにて調査結果発表(2006.8) 患者家族会が発足(2007.5) 

5.日本こども虐待防止学会 分科会(B-1 児童福祉施設 I)  2006.12 日本子ども虐待防止学会・第 12 回日本こども虐待防止学会  

 

 

15.仙台市における高次脳機能障害者の地域生活支援に関する実践報告 

−高次脳機能障害者を支援する会の７年間の活動から− 

 

16.利用者とソーシャルワーカーとのコミュニケーションを 

促進させるツールの開発について（１）

 

17. 当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告(1) 

 

18. 当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告(2) 

 

2008.5 

 

 

2008.5 

 

 

2008.5 

 

2008.5 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回 日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回 日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回 日本医療社会事業学会 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    コオリヤマ マサアキ 

氏   名   郡 山 昌 明 
職   名  講師 

人間学部  総合福祉学科 

取 得 学 位  社会福祉学修士    

(大学名）     東北福祉大学         （取得年月） 2006年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.演習科目において、臨床場面でより具体的な資料を用いて理解を深める

工夫をした。 

 

 

 

2.各授業において「振り返り」票を用いて、学生の講義に対する理解と自らの

【振り返り】を記載して次回の講義内容へ反映させた。 

 

 

 

3.「精神保健援助実習」において、実習の手引きを作成した。 

2003.4～ 

 

 

 

 

2003.4～ 

 

 

 

 

2003.4～ 

 

演習は、使用テキストを中心にその事例を用いて行っているが、学生がイ

メージできない状況であった。 

2003.4 に本学に就任して以来、臨床での経験を活かし、社会資源等の資

料をより現実的なものを学生に提供し、説明を加えて行った。 

 

毎回の授業において「学習の振り返り」票を配付した。その中で学習の課

題、授業への参加、感想と提案、イラスト（授業で受けた印象など）を記載

してもらい、個々の学生の疑問、到達度、意欲などを把握して次回の授業

の改善や個々の学生への指導材料とした。 

 

「精神保健援助実習」において、「実習の位置づけ」「事前学習」「実習中」

「事後学習」「記録」「評価」等、体験学習を含め、具体的内容を記した手引

きを作成した。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1.社会福祉士養成教育における実習.演習カリキュ

ラムの具体的展開に関する研究     

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2004.12 

 

 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 9 号 

 

 

 

 

大坂純、廣庭

裕、志水田鶴

子 、 郡 山 昌

 

 

 

 

 

69-82 頁 

 

 



 

 

2.高次脳機能障害者に対する生活モデルによる職

業リハビリテーションプログラムに関する研究   

 

 

3.「Life Model」リハビリテーション実践とその効果に

関する研究          

 

 

 

4.厚生労働省における高次脳機能障害者支援モデ

ル事業に関する研究 

 

 

 

5.保健医療機関におけるソーシャルワークの「ツー

ル」に関する研究 

 

6.脳脊髄減少症の患者に対する医療ソーシャルワ

ーカーの支援のあり方に関する研究 

 

 

7.ソーシャルワーカーが活用する「ツール」の構成

要素に関する研究 

 

8.精神障害者の地域生活支援のあり方について 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

2005.09 

 

 

 

2005.12 

 

 

 

 

2005.12 

 

 

 

 

2007.01 

 

 

2007.03 

 

 

 

2008.01 

 

 

2009.02 

 

職業リハビリテーション 

第 19 巻 No1 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 11 号 

 

医療と福祉 

VOL40-No2 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

明、加藤美枝

大坂純、廣庭

裕 、 郡 山 昌

明、志水田鶴

子、 

大坂純、廣庭

裕 、 郡 山 昌

明、志水田鶴

子、佐々木寛

子 

廣庭裕、大坂

純 、 郡 山 昌

明、志水田鶴

子、佐々木寛

子 

 

 

 

志水田鶴子、

大坂純、廣庭

裕、郡山昌明

 

 

 

 

郡山昌明、志

水田鶴子、廣

庭裕、大坂純

 

 

 

29-31 頁 

 

 

 

15-24 頁 

 

 

 

 

79-88 頁 

 

 

 

 

95-106 頁 

 

 

36-40 頁 

 

 

 

17-29 頁 

 

 

29-45 頁 

 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.高次脳機能障害に対する地域リハビリテーション実践（１）（共） 

 

2.高次脳機能障害に対する地域リハビリテーション実践（２）（共） 

 

3.高次脳機能障害に対する地域リハビリテーション実践（３）（共） 

 

4. 高次脳機能障害者への地域リハビリテーションについて（共） 

 

5.仙台市における高次脳機能障害者への地域リハビリテーションについてⅠ

（共） 

 

6.仙台市における高次脳機能障害者への地域リハビリテーションについてⅡ

（共） 

 

7.高次脳機能障害者に対する段階的な生活支援プログラムによる職業リハビリ

テーションに関する研究（共） 

 

8.関係機関との協働による高次脳機能障害者に対する職業リハビリテーションに

関する研究（共） 

 

9.高次脳機能障害者支援モデル事業地域における具体的展開の地域格差につ

いて（１）（共） 

 

10. 高次脳機能障害者支援モデル事業地域における具体的展開の地域格差に

ついて（２）（共） 

 

2004.01 

 

2004.01 

 

2004.01 

 

2004.05 

 

2004.05 

 

 

2004.05 

 

 

2004.07 

 

 

2004.07 

 

 

2005.05 

 

 

2005.05 

 

 

平成 15 年度高次脳障害モデル事業第 2 回研修会 

 

平成 15 年度高次脳障害モデル事業第 2 回研修会 

 

平成 15 年度高次脳障害モデル事業第 2 回研修会 

 

平成 16 年度第 24 回医療社会事業学会 

 

平成 16 年度第 24 回医療社会事業学会 

 

 

平成 16 年度第 24 回医療社会事業学会 

 

 

第 32 回日本職業リハビリテーション学会 

 

 

第 32 回日本職業リハビリテーション学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回日本医療社会事業学会 

 

 



 

11.高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした地域リハビリテーションについ

て（１）（共） 

 

12. 高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした地域リハビリテーションについ

て（２）（共） 

 

13.当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告① 

 

13.当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践報告② 

 

14.仙台市における高次脳機能障害者の地域生活支援に関する実践報告 

 ～高次脳機能障害者を支援する会の 7 年間の活動から～ 

 

15.利用者とソーシャルワーカーとのコミュニケーションを促進させるためのツー

ルの開発について（１） 

 ～保健医療機関に勤務するソーシャルワーカーへの調査から～ 

2005.05 

 

 

2005.05 

 

 

2008.05 

 

2008.05 

 

2008.05 

 

 

2008.05 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 25 回日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回日本医療社会事業学会 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回日本医療社会事業学会 

 

 

日本医療社会事業協会・第 28 回日本医療社会事業学会 

 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本医療福祉学会 

感性福祉学会 

日本職業リハビリテーション学会 

日本社会福祉学会 

 

 1986.4～ 

2004.9～ 

2004～ 

2005～ 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

独立行政法人福祉医療機構 2009 年度  「高齢者支援を通じた高次脳機能障害者の就労事業」 4.766 

 

 



 

３．特記事項 

仙台市社会福祉協議会 訪問介護員養成研修（2 級課程）担当講師 2003～ 

 



 
自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     シミズ  タヅコ 

氏   名   志水 田鶴子 
職   名  講師 

人間学部  総合福祉学科  

取 得 学 位   修士(社会福祉学)   

(大学名）      東北福祉大学        （取得年月） 2001 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

社会福祉士養成の実習・演習カリキュラムにおけるカスタマーティーチャー 

の活用に関する研究を行った 

2005.1〜現在  社会福祉士養成の実習・演習カリキュラムを効果的に運用するために、施設利用者・

実習指導者・教員が学生に対して指導を行うプログラムを作成した。演習でのロールプ

レイに施設利用者が指導者として参加するカスタマーティーチャーを導入し、学生への

指導を施設利用者にも担ってもらう教育体制を構築した。また体験学習では、実習指導

者と教員が学生の到達課題を共有しながら教育に当たるプログラムを考案し実施した。

この取り組みについては、「社会福祉士養成校における実習・演習カリキュラムの具体

的展開に関する研究-実習先施設利用者・職員・教員の協働によるプログラム作成及

び試行をふまえて」,仙台白百合女子大学紀要 2004,第 9 巻に発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
（２）過去 5 年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著
発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共著者名 

(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

東北都市事典 

 

 

 

 

 

 

 

 

［論文］ 

1.利用者から見た施設サービスの評価に関する研

究   

 

  

 

2.ソーシャルワークにおける Life model 理論に基

づく地域リハビリテーションに関する研究  

 

 

3.「社会福祉士養成校における実習・演習カリキュ

ラムの具体的展開に関する研究-実習先施設利

用者・職員・教員の協働によるプログラム作成

及び試行をふまえて」  

 

4.「高次脳機能障害者に対する生活モデルによる 

職業リハビリテーションプログラムに関する研

究」 

  

 

5.脳脊髄液減少症患者に対する医療ソーシャルワ

ーカーの支援のあり方に関する研究  

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

2004.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2004.3 

 

 

 

 

2004.3 

 

 

 

2005.1 

 

 

 

 

2005.9 

 

 

 

2007.3 

 

 

 

 

  東北都市学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北文化学園大学医療福祉

学部保健福祉学科 

保健福祉学研究 NO.2 

 

 

仙 台 白 百 合 女 子 大 学 紀 要

2003 第 8 巻  

   

   

仙 台 白 百 合 女 子 大 学 紀 要

2004 第 9 巻  

  

 

 

日本職業リハビリテーション

学会 職業リハビリテーション

学会誌 第 19 巻 1 号 

  

日本医療社会事業学会 

医療と福祉 VOL.40-NO.2 

    

 

 

吉原直樹他 

    120 名

 

 

 

 

 

 

 

 

志水田鶴子 

大山さく子,浅

倉恵子,芳賀

博 

 

大坂純 

志水田鶴子 

 

 

大坂純,廣庭

裕,志水田鶴

子,郡山昌明,

加藤美枝 

 

大坂純 

志水田鶴子 

 

 

志水田鶴子,

廣庭裕,郡山

昌明,大坂純 

 

  

57－58 頁 

63－64 頁 

299－300 頁 

461－462 頁 

475－476 頁 

 

 

 

69-82 頁 

 

 

 

 

 

33-45 頁 

 

 

 

69-82 頁 

 

 

 

 

29-38 頁 

 

 

 

36－40 頁 

 

 



 
6. 脳脊髄液減少症患者の精神的健康問題に対

する医療ソーシャルワーカーの支援のあり方に

関する研究 

 

 

7．精神障害者の地域生活支援のあり方につい

て 相談支援事業所＋ら i ふの実践からの考察

 

 

8 就労支援のスキルアップに関する研究 
 
 

 

報告書 

 

１．虐待死事例から学ぶ 子ども虐待死防止の

ための調査研究報告書 1999 年～2003 年「33

の警鐘」 

 

2. 虐待死事例から学ぶ 子ども虐待死防止の

ための調査研究報告書 1999 年～2004 年  

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

  2008.11 

 

 

 

2009.3 
 
 
 

 
2009.3 

 
 
 
 
 

2004.5 
 
 

2005.5 
 

日本医療社会事業学会 

医療と福祉  VOL.42-NO.1 

 

 
仙台白百合女子大学 紀要第 13

号 

 

 

 

仙台白百合女子大学 紀要第 13

号 

 

 

 

 

 

キャップネット みやぎ調 

査報告書 

 

キャップネット みやぎ調

査報告書 2004 

志水田鶴子,

廣庭裕,郡山

昌明,大坂純 

 

郡山昌明,志

水田鶴子,廣

庭裕, ,大坂純

 

志水田鶴子 

 

 

 

 

大坂純、志水

田鶴子 

 

大坂純、志水

田鶴子 

  26－31 頁 

 

 

 

29—43 頁 
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翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳
発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共訳者名 

(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 



 
1 「仙台市における高次脳機能障害者への地域リハビリテーションについ 

てⅠ」 

2 「仙台市における高次脳機能障害者への地域リハビリテーションについ 

てⅠ」 

3. 「高次脳機能障害者の地域生活自立支援に関する実践報告」 

4,「市民運動による障害者の自立生活支援について」 

5.「関係機関との協働による高次脳機能障害者に対する職業リハビリテー 

ションに関する研究」 

6.「高次脳機能障害者に対する段階的な生活支援プログラムによる職業リ 

ハビリテーションに関する研究」 

7．「高次脳機能障害者支援モデル事業地域における具体的展開の地域格差

について(1)」 

8．「高次脳機能障害者支援モデル事業地域における具体的展開の地域格差

について(2)」 

9．「高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした地域リハビリテーション

について(1)」 

10．「高次脳機能障害者の高齢者介護を媒介とした地域リハビリテーショ 

    ンについて(2)」 

11. 「通所介護による高次脳機能障害者の職業リハビリテーションに関す 

   る実践報告(1) 

12.「通所介護による高次脳機能障害者の職業リハビリテーションに関する

   実践報告(2) 

13.自由論題セッションⅣ保健･医療･福祉サービス評価 

「福祉サービス評価の現状と課題」 報告者 

14. 仙台市における高次脳機能障害者の地域支援に関する実践報告 

15. 利用者とソーシャルワーカーとのコミュニケーションを促進させる 

   「ツール」の開発について(1) 

   ～保健医療機関に勤務するソーシャルワーカーへの調査から～ 

 

2004.5 

 

2004.5 

 

2004.6 

2004.6 

2004.7 

 

2004.7 

 

 

2005.5 

 

2005.5 

 

 

2005.5 

 

2005.5 

 

    2005.7 

  

    2005.7 

 

2007.6 

 

 

 

     2008.5  

2008.5 

      

第 24 回日本医療社会事業学会合同開催 

 

第 24 回日本医療社会事業学会合同開催 

 

第 18 回日本地域福祉学会 

第 18 回日本地域福祉学会 

 

第 32 回日本職業リハビリテーション学会 

 

第 32 回日本職業リハビリテーション学会 

 

 

第 25 回日本医療社会事業学会 

 

第 25 回日本医療社会事業学会 

 

 

第 25 回日本医療社会事業学会 

 

第 25 回日本医療社会事業学会 

 

第 33 回日本職業リハビリテーション学会 

 

第 33 回日本職業リハビリテーション学会 

 

日本評価学会 春季第 4回全国大会 

 

 

 

第 28 回日本医療社会事業学会 

第 28 回日本医療社会事業学会 

 



 
16. 当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践活動報告(1) 

17.当事者活動支援センタークリアリングハウス仙台の実践活動報告(2) 

 

18.障害者福祉領域における福祉サービス評価に関する研究 

 

19. セルフヘルプグループの支援のあり方に関する研究 

 

20.自分らしい地域生活の実現に向けた相談支援活動の一考察 

 

21.障害者相談支援事業所の在り方について 

 

22.高次脳機能障害者を支援する会のスタッフ教育支援方法に関する研究 

 

23 高次脳機能障害者を支援する会のスタッフ教育支援に関する実践報告 

    2008.5 

    2008.5 

 

2008.11 

 

2008.11 

 

2009.5 

 

2009.5 

 

2009.5 

 

2009.5 

第 28 回日本医療社会事業学会 

第 28 回日本医療社会事業学会 

 

第 16 回日本介護福祉学会大会 

 

第 21 回 日本保健福祉学会学術集会 

 
第 2９回日本医療社会事業学会 

 

第 2９回日本医療社会事業学会 

 

 

第 2９回日本医療社会事業学会 

 

第 2９回日本医療社会事業学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本保健福祉学会 

日本社会福祉学会 

日本介護福祉学会 

日本職業リハビリテーション学会 

日本医療社会事業学会 

日本地域福祉学会 

日本老年社会科学会 

 1999 

2000 

2002 

2003 

2003 

2003 

2004 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 
助成プログラム 研究テーマ 

助成金額 

（円） 
文部科学省 

 

 

 

文部科学省 

 

 

 

文部科学省 

2004.4～ 

2007.3 

 

 

2007.4～

（2010.3） 

 

 

2008.4〜 

（2010.3） 

2004 年度科学

研 究 費 補 助 金

（若手研究 B） 

 

2007 年度科学

研 究 費 補 助 金

（若手研究 B） 

 

2007 年度科学

研 究 費 補 助 金

（若手研究 B） 

「生活モデル理論に基づく高次脳機能障害者の生活支援プログラム評価に関する研

究」 

研究代表者：志水田鶴子 

 

「生活モデル理論に基づいた高次脳機能障害者の就労支援に関する研究」  

研究代表者：志水田鶴子 

 

 

多元的福祉ガバナンスのもとでの福祉サービスの質の確保策に関する総合的研究 

研究代表者：お茶の水女子大学大学院 平岡公一（2008 年度連携研究者、2009 年

度より研究分担者） 

2,800,000 

 

 

 

2,600,000 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
３．特記事項 

2005 年度 「福祉等相談援助技術研修」   講師  社会福祉法人宮城県社会福祉協議会（対象：市町村・県行政相談窓口担当者等）  

2006 年度 「福祉等相談援助技術研修」   講師  社会福祉法人宮城県社会福祉協議会（対象：市町村・県行政相談窓口担当者等）  

2006 年度 「平成 18 年度宮城県相談技法研修会」 講師 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 (対象：市町村民生・児童委員・生活相談員・社会福祉協 

      議会職員等） 

2006 年度 「コミュニケーション技術・対人援助技法研修」講師 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会（対象：社会福祉施設職員） 

2006 年度 「知的･身体障害者福祉施設職員研修」 講師 社会福祉法人宮城県社会福祉協議会（知的・身体障害者福祉施設職員） 

2006 年度 「ボランティアステップアップ講座 ボランティアに必要な対人援助技術」 仙台市青葉区社会福祉協議会（対象：ボランティアに関心のある 

      市民及び活動経験者） 

2007 年度 「ボランティアステップアップ講座 傾聴ボランティアの技術を学ぶ」仙台市若林区社会福祉協議会（対象：ボランティアに関心のある市民及 

      び活動経験者） 

200７年度 「宮城県社会福祉施設 新任職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：社会福祉施設の新任職員１班 2 班） 

2007 年度 「家庭・女性相談員、母子自立支援員研修」 講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会(対象：家庭･女性相談員,母子自立支援員) 

2007 年度 「宮城県社会福祉施設指導職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会(対象：宮城県社会福祉施設指導職員) 

2007 年度 「石巻民生委員児童委員現任研修会」 講師 石巻市民生委員児童委員協議会（対象：石巻市民生委員児童委員） 

200７年度 「宮城県社会福祉施設 新任職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：社会福祉施設の新任職員 3班） 

200７年度 「宮城県社会福祉施設 老人福祉施設職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：老人福祉施設職員） 

200７年度 「市区町村社会福祉協議会生活福祉資金貸付事業担当者研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：生活福祉貸付事業担当

者） 

200７年度 「せんだい杜の子ども劇場 パパ・ママライン仙台」講師 （対象：ボランティアスタッフ） 

200７年度 「みやぎ生活協働組合研修」講師（対象：みやぎ生協ボランティアスタッフ） 

2007 年度 「第２回福祉活動自習交流会」講演 講師 （日本生協連北海道・東北地連） 

2008 年度 「宮城県社会福祉施設職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：宮城県社会福祉施設職員） 

2008 年度 「宮城県社会福祉施設 新任職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：社会福祉施設の新任職員１班 2 班） 

2008 年度 「宮城県社会福祉施設 新任職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：社会福祉施設の新任職員 3班） 

2008 年度 「宮城県福祉関係行政職員研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：宮城県福祉関係行政職員） 

2008 年度 「からだも心も健康家族」講座講師 財団法人仙台ひと・まち交流財団 仙台市落合市民センター （対象：仙台市民） 

2008 年度 「障害者相談支援従事者 初任者研修」講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会（対象：障害者相談支援従事者 初任者） 

2008 年度 「ボランティアステップアップ講座 傾聴ボランティアの技術を学ぶ」仙台市若林区社会福祉協議会（対象：ボランティアに関心のある市民及 

      び活動経験者） 

2008 年度 「身体障害者更生相談所身体障害者福祉司等実務研修会」講師 国立身体障害者リハビリテーションセンター（対象：身体障害者更生相談所身 

      体障害者福祉司） 

2008 年度 「家庭・女性相談員、母子自立支援員研修」 講師 社会福祉法人 宮城県社会福祉協議会(対象：家庭･女性相談員,母子自立支援員) 

2008 年度 「虐待への具体的な方法の基本について」講師 岩手県社会福祉事業団 （対象：岩手県行政職員等） 

 



                                            自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヨシダ テルミ 

氏名     吉田 輝美 
職   名  講師 

人間学部  総合福祉学科 

取 得 学 位  福祉心理学修士   

(大学名）     東北福祉大学         （取得年月） 2005年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

２００９年度版介護実習要綱 ２００９年５月 

 

新カリキュラムに対応した介護総合演習Ⅰの科目に連動する、介護実習

Ⅰと介護実習Ⅱの、2009 年度における手引書としての実習要綱を作成し

た。学生と施設の介護実習指導者へ配布した。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［論文］ 

検証！改正後の介護保険制度 

第 5 章 改正後の特定施設入居者生活介護にお

ける現状と課題 

 

 

 

 

 

 

介護労働者の労働環境支援についての一考察～

施設ケアハラスメントの現状を踏まえて～ 

共著

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著

 

2008 年 

6 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年 

2 月 

ぎょうせい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台白百合女子大学 紀要 

13 号 

金 子  勝

結 城 康 博

江 澤 和 彦

林  房 吉

小 山 政 男

吉 田 輝 美

沼 田  隆

河 原 四 良

安 里 和 晃

青 柳 涼 子

菅 田 理 一

伊 東  寛

南野奈津子 

 

 

pp93－113 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pp91－106 

 



福祉従事者の業務ストレス実態における心身反

応と自己対処法について 

 

小学校の総合的な学習と福祉現場での実践活動

記録～教育と福祉の協働をめぐって～ 

単著

 

 

単著

 

2007 年 

12 月 

 

2006 年 

2 月 

福祉研究 日本福祉大学社

会福祉学会 97 号 

 

社会福祉士第 13 号（社）日

本社会福祉士会 

 

 

pp45－51 

 

 

 

pp100－108 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

支えられることからともに支えあうことへ～残された者は何を感じその時

を生きるか～ 

 

ノロウイルスによる感染性胃腸炎集団発生状況について 

 

通所介護利用者を対象とした援助計画内容の現状 

 

介護老人福祉施設における転倒・転落事故と介護職員の離職について 

 

2008 年 10 月 

 

 

2008 年 11 月 

 

2008 年 11 月 

 

2008 年 11 月 

日本人間関係学会大会 

 

 

日本介護福祉学会大会 

 

日本介護福祉学会大会 

 

日本介護福祉学会大会 

 

 

 

 

 



Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本福祉大学社会福祉学会 

日本人間関係学会 

日本認知症ケア学会 
日本社会福祉学会 
日本介護福祉学会 

ヘルスカウンセリング学会 

日本地域福祉学会 

日本自立支援介護学会 

 

東北支部長 

 

2001 年 

2008 年 4 月 

2005 年 11 月 

2008 年 5 月 

2008 年 7 月 

2004 年 

2008 年 5 月 

2008 年 6 月 

2008 年 5 月 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

独立行政法人福祉医療機構 2009 年  高齢者支援を通じた高次脳機能障害者の就労事業 937

万

円 

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ      ヨ シ ダ  ヒ ロ ミ 

氏   名    吉 田 弘 美 
職   名   講師 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位   修士（健康福祉）   

(大学名）      東北文化学園大学      （取得年月） 2005年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

①介護実習事例報告集の作成および合同報告会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

②介護技術の授業展開の工夫 

 

 

 

 

 

 

③教職福祉課程のための介護技術の実践 

 

 

 

 

 

 

④教職福祉課程のための事前指導 

 

2004.10～ 

 

 

 

2008.12 

 

 

 

2006.4～ 

2007.2 

 

 

 

 

 

2006.4～ 

 

 

 

 

 

 

2006.4～ 

 

最終段階の介護実習終了後に、現場で学んだ受け持ち利用者の介護過

程の展開を振り返り、事例報告集にまとめた。特に、アセスメントと考察の

指導を丁寧に行い、学生と語り合う中で介護観・福祉観をみつめる機会と

なった。 

2008 年度の実習報告会では、本学 1・2 年生の参加だけではなく、施設の

実習指導者や高校生にも文書で働きかけたことで、個々の意識やプレゼ

ンテーション方法の向上につながった。 

 

「移動の介護」では、誰もが生活しやすい街づくりについて考察するため

に、事前指導を踏まえて、近隣の大型スーパーで体験学習を導入した。要

介護者および介護者、地域住民の立場で多角的に結果をまとめ、レポー

ト提出させた。また、「緊急時の対応」、「福祉用具の活用法」の単元では、

これまで学内で外部講師による講習会を実施していたが、現場で受講・実

践することで、現状の理解と課題について考察を深めた。 

 

介護施設見学や介護経験の全くない人間福祉専攻の学生に対して開講

している。前例がないため、介護福祉士養成の実習内容を基本としながら

も、現場の実習担当者および教務課職員と連携を図り、文書発送から実

習内容の調整に至るまで担当した。事前学習では、介護職ならびに対象

者のイメージ化と基本技術の習得を目指し、現場に即した演習の実践と

教材の工夫を試みた。 

 

教育実習内容が講義だけではなく、介護技術の演習を求められることが

多くなっている。介護経験のない人間福祉専攻の学生にとって、教職福祉



 

 

 

 

 

⑤専門演習Ａの授業展開 

 

 

 

 

⑥介護実習施設の見直しと調整 

 

 

 

 

2007.4～ 

 

 

 

 

2007.2 

 

 

 

介護技術の授業（90 分×15 回）だけでは十分に技術を習得できない状況

にある。そのため、教育実習前に演習の個別指導を行い、学生が少しで

も不安を軽減させ、自信を持って実習に臨めるように働きかけた。 

 

「施設の生活支援」を大テーマに掲げ、学生自身の問題意識を尊重しなが

ら、介護実習施設には含まれていない新型特別養護老人ホームでの体験

実習を取り入れた。広い視野で、施設の生活支援について学習を深めた

結果をレポートにまとめ、合同報告会を実施している。 

 

介護実習施設4箇所と訪問介護事業所2箇所の新規開拓を行い、学生の

居住地の近くや大学近郊の実習施設（事業所）で実習を受け入れていた

だき、介護実習の環境を整備した。 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

［研究ノート］ 

「4 年制課程における介護福祉教育に関する一考

察～学生の意識調査より～」 

 

 

「授業評価の試み～「教育学」の事例」 

 

 

［論文］ 

「介護実習における唾液中分泌型 IgA レベルおよび

気分、不安感情の変動～実習に始めて参加する学

生を対象として」  

 

［報告書］ 

「介護実習教育に関する実習指導者の意識調査報

告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著

 

 

 

 

共著

 

 

2003.3 

 

 

 

2003.3 

 

 

 

2004.3 

 

 

 

 

2004.3 

 

 

「保健福祉学研究」 東北文化

学園大学医療福祉学部 

保健福祉学科紀要(第１号) 

 

「保健福祉学研究」 東北文化

学園大学医療福祉学部 

保健福祉学科紀要(第１号) 

 

「保健福祉学研究」 東北文化

学園大学医療福祉学部 

保健福祉学科紀要(第 2 号) 

 

 

東北文化学園大学医療福祉

学部保健福祉学科 

 

佐藤直由 

 

 

 

佐藤直由 

 

 

 

坂本譲他 3 名

 

 

 

 

佐藤直由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97-109 頁 

 

 

 

47-55 頁 

 

 

 

13-22 頁 

 

 

 

 

1-37 頁 

 



 

 

「小規模生活単位型生活支援システム調査研究事

業」 

 

 

［その他］ 

項目執筆 「ありのまま舎」『東北都市事典』 

 

共著

 

 

 

 

単著

 

2005.3 

 

 

 

 

2004.3 

 

平成１６年度老人保健健康増

進事業報告書 

 

 

 

仙台共同印刷所 

 

中熊靖他 2 名

 

 

 

 

 

 

東北都市学会編 

130 名 

 

 

1-128 頁 

 

 

 

 

13－14 頁 

 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

「4 年制課程における介護福祉教育に関する一考察～2 年制課程との比較検討

より～」 

「介護実習における大学生の唾液中分泌 sIgA レベルおよび気分・感情の変動」(

「介護福祉教育における施設指導者の意識に関する研究」 

「小規模生活単位型生活支援の研究～地域密着型サービスの普及のために

～」 

「小規模生活単位型生活支援の研究～知的障害者・精神障害者グループホー

ムの普及のために～」 

「施設実習における指導体制の現状と課題～指導者への聞き取り調査より～」 

「車いすの給付状況の推移から見た福祉用具マネジメントの諸問題」～介護 

保険制度における車いす給付システムを例にとって～ 

「初めての施設実習で遭遇した否定的な場面の分析～第 1 段階介護実習のリア

クションペーパーより～」 

「介護実習前後における学生の実習態度・姿勢に関する自己評価」  

「高齢者向け車いすに求められる要求項目の分析～施設と居宅現場で働く中間

ユーザーに対するアンケートを基に～」 

2003.7 

 

2003.10 

2004.7 

2005.10 

 

2005.10 

 

2007.8 

2007.8 

 

 

2008・8 

 

2008・11 

 

2008・8 

第 10 回日本介護福祉教育学会（相模原） 

 

第 62 回日本公衆衛生学会総会(京都) 

第 11 回日本介護福祉教育学会（山形） 

第 53 回日本社会福祉学会（仙台） 

 

第 53 回日本社会福祉学会（仙台） 

 

第 14 回日本介護福祉教育学会（帯広） 

第 55 回日本社会福祉学会（大阪） 

 

 

第 15 回日本介護福祉教育学会（岡山） 

 

第 16 回日本介護福祉学会（仙台） 

 

第 23 回リハ工学カンファレンス（新潟） 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本介護福祉教育学会 

日本介護福祉学会 

日本公衆衛生学会 

日本介護学会 

日本社会福祉学会 

 2001.4 

2002.4 

2003.8 

2004.3 

2005.3 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

厚生労働省老人保健健康増進

事業 

2004 
老 人 保 健 健 康

増 進 事 業 推 進

費等補助金（共

同） 

小規模生活単位型生活支援システム調査研究事業～小規模生活単位型生活支援

事業の普及のための提言～ 

4,000,000 円 

 

３．特記事項 

宮城県介護技術講習指導者養成講習会講師（「コミュニケーションの技法」担当） 2005.1 

介護技術講習会主任指導者講師 2005.9～12（計 64 時間担当） 

介護福祉士国家試験受験対策講習会講師：労働安定センター （「介護技術」担当）  2005.12 

介護教員講習会修了（厚生労働省）2007.10 

第 20 回介護福祉士国家試験（実技試験）実地試験委員 2008.3 

介護技術講習会主任指導者 2008.9 

医療法人徳洲会平成 20 年度東北ブロック介護職員中堅者研修講師（「根拠のある介護」～介護過程の展開について～）2008.10 

第 16 回日本介護福祉学会大会 ポスター発表座長 2008・11 

平成 20 年度介護福祉士養成施設実習指導者特別研修会講師 （「介護過程の理論と指導方法＜演習＞」担当） 2009・2 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    カノ  コ  アツ  コ 

氏   名   家 子 敦 子 
職   名  助教 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位   看護学修士     

(大学名）      宮城大学          （取得年月） 2008 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

介護実習 

 

担当科目：介護実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 

 

施設実習における指導体制の現状と課題                     

-指導者への聞き取り調査より- 

 

 

初めての実習施設で遭遇した否定的な場面の分析 

 

 

 

介護実習前後における学生の実習態度・姿勢に関する自己評価 

 

 

 

担当科目：介護総合演習Ⅰ                              

 

 

2009 年度介護実習要項の作成 

2003．4～現在

 

2007．4～現在

 

2007．8 

 

 

 

2008．8 

 

 

 

2008.11 

 

 

 

2009．4～ 

 

 

 

2009.5 

担当学生を持ち、介護過程の展開等介護実習に必要な指導を行い、現在

に至る。 

同上に加え、介護実習指導についても担当する。 

 

介護実習施設の実習指導者の課題を明らかにするために、面接調査を

行い、現状と課題を考察し、第 14 回日本介護福祉教育学会にて発表し

た。 

 

初めての介護実習を経験した学生の印象的と感じた場面から、学生の実

習中の視点を分析・構造化した結果から養成校と実習施設の連携につい

て考察し、第 15 回日本介護福祉教育学会発表した。 

 

最終段階の介護実習の前後で学生の情意行動自己評価の分析から実習

前後の授業における課題を考察し、第 16 回日本介護福祉学会発表した。 

 

2009 年入学生については法改正に伴う新カリキュラムにより、2 科目が 1

科目通年科目となったため、科目担当者と授業の再構成をはかり展開し

ている。 

 

介護実習要項を法改正に伴う新カリキュラム対応の移行期にある 2009 年

度入学生用に介護総合演習科目担当者とともに作成した。 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

 

[報告書] 

平成 16 年度老人保健健康増進事業報告書 

 

 

 

 

共著

 

 

 

 

 

2005．5 

 

 

 

小規模生活単位型生活支援

システム調査研究 

 

 

 

 

 

中熊靖・吉田弘

美・浅若愛 

 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 
 

 
 

   

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

小規模生活単位生活支援の研究―地域密着型サービスの普及のためにー 

小規模生活単位生活支援の研究 

―知的障害者・精神障害者グループホームの普及のために― 

施設実習における指導体制の現状と課題 

          －指導者への聞き取り調査結果よりー 

初めての実習施設で遭遇した否定的な場面の分析 

急性期病院の退院支援における看護師長の視点と行動 

急性期病院の看護師長からみたスタッフの退院支援に関する教育上の課題 

介護実習前後における学生の実習態度・姿勢に関する自己評価 

2005．10 

2005．10 

 

 

2007.8 

 

 

2008．8 

2008．8 

2008.10 

2008.11 

日本社会福祉学会第 53 回全国大会 

日本社会福祉学会第 53 回全国大会 

 

第 14 回日本介護福祉教育学会 

 

第 15 回日本介護福祉教育学会 

第 12 回日本看護管理学会発表 

第 39 回日本看護学会発表 

第 16 回日本介護福祉学会発表 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

介護福祉士学会 

介護福祉教育学会 

日本看護管理学会 

 2003 

2004 

2007 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

老人保健健康増進等事業 2004 老 人 保 健 健 康

増 進 等 事 業 推

進 費 等 補 助 金

（共同） 

小規模生活単位型生活支援システム調査研究事業  

 ～小規模生活単位型生活支援事業の普及のための提言～ 

4,000,000 円 

 

３．特記事項 

宮城県介護福祉士養成施設協会主催実習指導者研修会実行委員 2004 年 3 月 

介護技術講習会（介護福祉士国家試験の実技試験免除制度）講師 2005 年 8 月 

介護技術講習会（介護福祉士国家試験の実技試験免除制度）講師 2005 年 10 月 

介護技術講習会（介護福祉士国家試験の実技試験免除制度）講師 2006 年 8 月 

第 19 回介護福祉士国家試験実地試験委員 2007 年 3 月 

宮城県介護福祉士養成施設校協会事務局 2007 年 4 月 

第 20 回介護福祉士国家試験実地試験委員  2008 年 3 月 

NPO 法人水守の郷・七ヶ宿 共同研究スパーバイザー 2008 年４月～現在 

第 16 回日本介護福祉学会実行委員    2008 年 3 月～11 月 

（医）徳洲会 平成 20 年度東北ブロック介護職員中堅者研修 講師  2008 年 10 月 

社団法人日本介護福祉士会・社団法人宮城県介護福祉士会主催 

平成 20 年度介護福祉士養成施設実習指導者特別研修 講師   2009 年 2 月 

第 21 回介護福祉士国家試験実地試験委員  2009 年 3 月 

（医）徳洲会 平成 20 年度東北ブロック看護・介護研究発表会 講師  2009 年 3 月 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    カムラ  アイ 

氏   名   嘉村 藍 
職   名  助教 

人間学部   総合福祉学科 

取 得 学 位    臨床福祉学修士   

(大学名）       北海道医療大学      （取得年月） 2006年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

現代の社会福祉士養成シリーズ「新カリキュラム対応」社会理論と社会シス

テム 

2009 年 5 月 30

日 

2009年4月から「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正となり、社会福祉

士養成教育にかかわるカリキュラムも改変され、それに伴い社会福祉士

養成にかかわるテキストを執筆。 

社会福祉士・精神保健福祉士国試対策でる人予想 厳選 70 2008 年 7 月 
社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験受験対策のために人物と業績

に関する情報を集めて執筆した。 

社会福祉をはじめて学ぶあなたへ-社会福祉入門- 2008 年 3 月 
2007 年に執筆した「社会福祉入門・・・社会福祉をはじめて学ぶあなた

に・・・」(2007)の 2 訂版である。 

社会福祉入門 

･･･社会福祉をはじめて学ぶあなたに･･･ 
2007 年 4 月 

大学 1 年生を対象として、実際に専門的な学習に入るための導入的テキ

ストとして、事例や社会福祉が対象とする問題を扱っている。 

社会福祉士養成教育方法論 2008 年 12 月 社会福祉士養成教育に携わる新人教員向けのテキストであり、2009 年 4

月から「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正となったことを受け、調べ

巣は教育方法、指導案を提案する内容である。 

・総合福祉実習指導Ⅲにおいて、2008 年度からリアクションペーパーの実施 2008 年 4 月から

現在に至る 

 

2008 年度から総合福祉実習Ⅲ及び総合福祉実習指導Ⅲを科目担当して

いる。総合福祉実習指導Ⅲにおいては、学生の理解度を図るため、また

質問や疑問に対応するためにリアクションペーパーを使用している。質問

や疑問については、翌週に回答することとしている。 

 

 

 

 

 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 

単著

共著 発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 共著者名 
(共著の場合） 

編者名と当該執

筆 

者数（編著の場

合） 

該当頁数 

[著書]       

現代の社会福祉士養成シリーズ「新カリキュラム対

応」社会理論と社会システム 
共著 2009 年 5 月 30 日 久美株式会社 

薄井明、森本拓、

志水幸、嘉村藍、

山下匡将、小関

久恵、村山くみ、

堀千鶴子、鈴木

敏彦 

編著者：志水幸 

執筆者数：9 名 
32～41 

社会福祉士・精神保健福祉士国試対策でる人予想

厳選 70 
共著 2008 年 7 月 日総研出版 

志水幸、志水朱、

村山くみ、小関久

恵、嘉村藍、古川

奨、長谷川武史、

山下匡将、宮本

雅央、早川明、島

谷綾郁 

編著者：志水幸 

執筆者数：11 名 

12～13, 

26～27, 

68～72, 

108～109 

社会福祉をはじめて学ぶあなたへ-社会福祉入門- 共著 2008 年 3 月 
株式会社 ヘルス・システム研

究所 

川廷宗之、宮嶋

淳、坪井真、村山

くみ、嘉村藍、小

関久恵、山下匡

将、大月和彦、堀

千鶴子、杉山克

己、佐藤園美、後

山恵理子、佐々

木宰、伊藤優子、

志水幸 

編著者：川廷宗

之、宮嶋淳 

執筆者数：15 名 

77～78, 

81～84 



 

社会福祉入門 

･･･社会福祉をはじめて学ぶあなたに･･･ 
共著 2007 年 4 月 ヘルス・システム研究所 

志水幸、坪井真、

堀千鶴子、大月

和彦ほか 10 名 

川廷宗之、宮嶋

淳 

共編著 

64～73 

社会福祉士養成教育方法論 共著 2008 年 12 月 株式会社弘文堂 伊藤優子、後山

恵理子、岡田斉、

小倉常明、柿本

誠、嘉村藍ほか 

編著者：川廷宗之

執筆者数：29 名 

33～37 

167～172 

[論文]       

中高年者の生活状況と主観的健康感の関連につ

いて 
共著 2008 年 3 月 

松本短期大学研究紀要第 17

号 

村山くみ、嘉村

藍、大月和彦、志

水幸 

 57～67 

島嶼地域住民の健診受診及び通院行動とライフス

タイル 
共著 2008 年 3 月 北海道公衆衛生学雑誌 21（2）

宮本雅央、志水

幸、早川明、古川

奨、山下匡将、小

関久恵、嘉村藍、

村山くみ、大月和

彦 

 

 98～108 

島嶼地域住民の主観的健康感に関する研究-山形

県酒田市飛島住民のライフスタイルとの関連- 
共著 2008 年 1 月 

名古屋学院大学論集 社会科

学編 44 号第 3 号 

山下匡将、島谷

綾郁、早川明、村

山くみ、小関久

恵、嘉村藍、宮本

雅央、大月和彦、

志水幸 

 95～109 

精神科救急情報センターの役割と相談機能に関す

る基礎的研究 
単著 2007 年 3 月 

仙台白百合女子大学紀要第

12 号 
嘉村藍  81～96 

島嶼地域住民の主観的健康感の関連要因に関す

る研究 
共著 2006 年 11 月 

厚生の指標第 53 巻第 13 号

（通巻 836 号） 

志水幸、小関久

恵、嘉村藍 
 14～19 

高齢者のライフスタイルと健康に関する研究 

－島嶼地域高齢者の主観的健康感の関連要因を
共著

2006 年 12 月 北海道医療大学看護福祉学

部紀要第 13 号 

志水幸、山下匡

将、宮本雅央、ほ
 25～32 



 

中心に－ か 2 名 

島嶼地域高齢者の主観的健康感の関連要因に関

する研究 
共著

2006 年 3 月 
東北福祉大学研究紀要第 30

巻（通巻 33 号） 

村山くみ、小関久

恵、嘉村藍、志水

幸 

 57～71 

精神科救急情報センターの現状と考察 単著 2006 年 1 月 修士論文 嘉村藍  31～36 

島嶼地域高齢者の主観的健康感の規定要因に関

する研究 
共著 2005 年 12 月 

北海道医療大学看護福祉学

部紀要第 12 号 

志水幸、小関久

恵、嘉村藍、ほか

2 名 

 23～29 

本学新入生のライフスタイルと健康感に関する研究

（第 5 報） 
共著 2005 年 12 月 

北海道医療大学看護福祉学

部紀要第 12 号 

志水幸、志度晃

一、山下匡将、ほ

か 10 名 

 31～37 

[研究ノート]       

精神科救急情報センターの役割と相談機能に関す

る基礎的研究 
単著 2007 年 3 月 

仙台白百合女子大学紀要第

12 号 
嘉村藍  81～96 

[研究報告]       

本学新入生の対人関係の基本的構えと自覚的健

康状態に関する研究 
共著 2005 年 12 月 

北海道医療大学看護福祉学

部紀要第 12 号 

志度晃一、志水

幸、宮本雅央、ほ

か 5 名 

 

45～51 

平成 19～20 年度科学研究費補助金（萌芽研究）研

究成果報告書(課題番号 19653052)「社会福祉系大

学生大学生を対象とした初年次教育プログラム開 

発に関する予備的研究」 

「第 1 次予備調査及び第 2 次予備調査比較-4 年制

福祉系大学生の新入学生の変化を中心に-」 

「資料 福祉系 4 年制大学第 1 次予備調査、第 2 次

予備調査比較表」 

共著 2009 年 3 月 1 日 - 

志水幸、坪井真、

宮嶋淳、 

大月和彦、杉 

山克己ほか 12 名

研究代表者：川廷

宗之 

研究協力者：17 

33～103 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

精神科救急情報センターと周辺社会資源に関する課題の検討 2008 年 11 月 第 67 回 日本公衆衛生学会総会(抄録集ｐ552) 

４年制福祉系大学新入学生の生活体験及び学習活動と学生生活に関する考察

-新入生の変化を中心に- 
2008 年 11 月 日本社会福祉教育学会第 4 回大会（抄録集 p53） 

社会福祉系 4 年制大学における初年次教育の現状と課題-「社会福祉教育にお

ける初年次教育に関する実態調査」の結果から- 
2008 年 11 月 日本社会福祉教育学会第 4 回大会（抄録集 p71） 

島嶼地域住民の精神的健康の関連要因についての検討 2008 年 11 月 第 67 回日本公衆衛生学会総会（抄録集ｐ489） 

島嶼地域住民のライフスタイルと社会関連性に関する研究 2008 年 11 月 第 67 回日本公衆衛生学会総会（抄録集ｐ497） 

島嶼地域住民の生活満足度の関連要員の検討 2008 年 11 月 第 67 回日本公衆衛生学会総会（抄録集 p498） 

島嶼地域における地域福祉推進のための基礎的研究 

-住民を対象とした調査結果から- 
2008 年 11 月 第 67 回日本公衆衛生学会総会（抄録集 p363） 

社会福祉新入生の現状-福祉系大学新入生意識調査の結果から- 2008 年 11 月 日本社会福祉教育学会第 4 回大会（抄録集 p59） 

島嶼地域住民の地域福祉に関する意識調査 2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p473） 

島嶼地域住民のソーシャル・サポートに関する研究-新潟県岩船群粟島浦村住

民を対象としたアンケート調査- 
2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p474） 

島嶼地域住民の社会関連性に関する研究 2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p475） 

粟島住民の生活満足度の関連要員に関する研究 2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p477） 

島嶼地域住民のライフスキルと主観的健康感に関する研究 2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p478） 

精神的健康の関連要因についての一考察 2008 年 10 月 日本社会福祉学会第 56 回全国大会（抄録集 p479） 



 

島嶼地域住民の健康診断及び医療受診に関連する要因の検討 2007 年 10 月 第 66 回日本公衆衛生学会総会（抄録集 p506） 

島嶼地域住民の楽観性の関連要因に関する研究 2007 年 10 月 第 66 回日本公衆衛生学会総会（抄録集 p504） 

飛島高齢者の主観的健康感の関連要因に関する研究 2007 年 10 月 第 66 回日本公衆衛生学会総会(抄録集 p505) 

粟島高齢者の主観的健康感の関連要因に関する研究 2007 年 10 月 第 66 回日本公衆衛生学会総会(抄録集 p505) 

精神科救急医療システム内における周辺社会資源に関する考察-精神科救急

情報センターを中心に- 
2007 年 9 月 日本社会福祉学会全国大会第 55 回全国大会（抄録集 p433） 

精神科救急情報センターの役割と機能に関する考察 2006 年 10 月 日本社会福祉学会全国大会第 54 回（要旨集ｐ439） 

高齢者ライフスタイルと健康に関する研究 

－島嶼地域高齢者の主観的健康感の関連要因を中心に－ 
2006 年 10 月 日本社会福祉学会全国大会第 54 回（要旨集ｐ445） 

島嶼地域高齢者の生活満足度の関連要因に関する研究 2006 年 10 月 日本社会福祉学会全国大会第 54 回（要旨集ｐ446） 

島嶼地域高齢者の自覚的健康感の関連要因に関する研究 2006 年 10 月 日本公衆衛生学会総会抄録集第 65 回（要旨集ｐ769） 

島嶼地域高齢者の受診行動の関連要因に関する研究 2006 年 10 月 日本公衆衛生学会総会抄録集第 65 回（要旨集ｐ769） 

島嶼地域住民の健康寿命の保持に関する基礎的研究 

－山形県酒田市飛島における実態調査結果を中心に－ 
2005 年 10 月 

 

日本社会福祉学会全国大会第 53 回（要旨集ｐ461） 

島嶼地域住民の主観的健康感の関連要因に関する研究 2005 年 10 月 日本社会福祉学会全国大会第 53 回（要旨集ｐ462） 

島嶼地域住民の主観的幸福感の関連要因に関する研究 2005 年 10 月 日本社会福祉学会全国大会第 53 回（要旨集ｐ463） 

 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会福祉学会  2004 

日本精神科救急学会  2005 

日本社会福祉実践理論学会  2007 



 

大学教育学会  2007 

日本公衆衛生学会  2006 

日本社会福祉教育学会  2006 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

独立行政法人 

日本学術振興会 

2007～2008 年

度 

科 学 研 究 費 補

助 金 （ 萌 芽 研

究）課題番号：

19653052 

「社会福祉系大学生を対象とした初年次教育プログラム開発に関する予備的研究」 1,900,000 

 

３．特記事項 

 

 

 

 


